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▼
 ○新図書館整備事業　　 　13億624万円
 ○図書館システム構築事業　 4,840万円
▼
 ○（仮称）東部一般廃棄物最終処分場整
 　備事業　　　　　　　 18億7,987万円
▼
 ○東予運動公園整備事業（屋内体育施設
 　整備）　　　　　　　　 ９億564万円
 ○まちづくり基盤整備事業 ６億700万円
 ○橋りょう長寿命化事業　　 1,200万円
 ○船屋王至森寺線道路改良事業
 　　　　　　　　　　　　　 3,000万円
 ○壬生川地区小型船だまり建設事業
 　　　　　　　　　　　　　 2,459万円
▼
 ○システム農学会開催事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　 30万円
 ○フィールド大学事業　　　　 150万円
 ○大学と連携した地域づくり助成事業
 　　　　　　　　　　　　　 1,278万円

▼
 ○企業立地促進奨励金　 １億1,900万円
 ○「水と食」調査研究事業　　 500万円
 ○地域産業活性化推進事業　 1,674万円
 ○四国鉄道文化館等管理運営事業
 　　　　　　　　　　　　　 3,300万円
 ○合宿都市構想推進事業　　　 126万円
▼
 ○Ｏターン推進事業　　　　　 115万円
 ○人材マッチング・合同就職面接会開催
 　事業　　　　　　　　　　　　31万円
 ○求職者対象パソコン研修事業
 　　　　　　　　　　　　　　 265万円
▼
 ○福祉基金事業　　　　　　　 712万円
 ○心身障害者扶養共済費　　 4,530万円
 ○障害者小規模作業所運営事業
 　　　　　　　　　　　　　 2,924万円
 ○障害児保育事業　　　　　 4,302万円
▼
 ○予防事業費（麻しん予防接種）
 　　　　　　　　　　　　　 1,978万円
 ○特定不妊治療費助成事業　　 101万円

▼
 ○乳幼児医療費助成事業 ２億2,091万円
 ○放課後児童健全育成事業 １億683万円
 ○放課後子ども教室推進事業　 605万円
 ○21世紀を担う子育て事業　　 506万円
▼
 ○特別支援教育支援員配置事業
 　　　　　　　　　　　　　 3,301万円
▼
 ○高地運動指導事業　　　　　 123万円
 ○石鎚山系元気ウォーキング大会開催事
 　業　　　　　　　　　　　　 209万円
 ○次世代育成支援スポーツ事業
 　　　　　　　　　　　　　 1,032万円
▼
 ○携帯電話発信位置情報受信システム整
 　備事業　　　　　　　　　　 226万円
 ○横断歩道注意喚起事業　　　 396万円
 ○地域防災計画策定事業　　 4,570万円
 ○市民総合防災訓練実施事業　 130万円
 ○浸水対策事業　　　　　　 2,200万円
 ○浸水水位表示板設置事業　　 105万円
 ○木製ダム調査研究事業　　　 272万円
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病院事業会計 ３３億７,６７７万円
水道事業会計
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

２３億６,４２２万円

壬生川財産区 ４２１万円
庄内財産区 １３２万円
畑地かん水事業 ２,７２９万円

２,９０７万円
本谷温泉事業 ２,３２８万円
小松地域交流事業 ２億６,４７１万円
土地開発事業 ７８７万円

１億９, ４４４万円
港湾上屋事業 ５８０万円

公共下水道事業 ５６億　 ４１４万円
小規模下水道事業 １億３,１１９万円

簡易水道事業 ２億２,０３８万円
介護保険 ８９億　 ８０７万円
老人保健 １２億１,９７３万円
国民健康保険 １２３億６,９６１万円

後期高齢者医療保険 １５億９,７９６万円市税 41.4％　　　　　　
１６８億３６６万円

民生費 30.9％　　　　　
１２５億４,６５４万円

公債費 13.4％　　　　　
５４億２,２６１万円

土木費 11.5％　　　　　
４６億７,１５３万円

教育費 11.0％　　　　　
４４億８,４８８万円

衛生費 13.2％　　　　　
５３億８,１６７万円

総務費 10.3％　　　　　
４１億６,３６２万円

地方交付税 15.7％　　　
６３億６,４５１万円

国庫支出金 10.5％　　　
４２億５,５６０万円

市債 10.6％　　　　　　
４３億１,５１０万円

県支出金  5.7％　　　　
２３億１,１７１万円

▼
 ○12歳教育推進事業　　　　　 285万円
 ○防災教育推進事業　　　　　 120万円
▼
 ○浄化槽設置整備事業　 １億5,304万円
 ○地下水資源調査解析事業　 3,330万円
 ○地下水シンポジウム開催事業　49万円
▼
 ○頑張る農家支援事業　　　　 370万円
 ○水田農業構造改革対策事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　 2,395万円
 ○農村環境保全向上活動支援事業費補助
 　金　　　　　　　　　　　 7,930万円
 ○団体営基盤整備促進事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　 7,337万円
 ○市単土地改良事業費等補助金
 　　　　　　　　　　　　　 3,000万円
 ○河原津漁港整備事業　　　 8,802万円
▼
 ○大町公民館建設事業　　　 7,931万円
▼
 ○病院事業会計財源不足補てん補助金
　　　　　　　　　　　　９億8,687万円

その他  1.2％　　　　
４億８,４７４万円

地方特例交付金  0.4％
１億５,０００万円

繰入金  4.2％　　　　
１６億９,８８７万円

地方譲与税  1.1％　　
４億６,７００万円

使用料・手数料  1.4％
５億６,７４０万円

地方消費税交付金  2.4％
９億８,３００万円

分担金・負担金  2.5％
１０億２,９１３万円

諸収入  2.9％　　　　
１１億９,９２８万円

その他  0.6％　　　　
２億７,１４９万円

議会費  0.8％　　　　
３億２,３９１万円

商工費  2.7％　　　　
１１億１,２４５万円

消防費  3.3％　　　　
１３億２,３２８万円

農林水産業費  2.3％　
９億２,８０２万円

▼ 地方債の繰上償還等を行います ▼

0％

50％

100％

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業

住宅新築資金等貸付事業特
別会計

80億3,153万円16億1,469万円30億8,026万円33億3,658万円

6億9,910万円4,327万円3億6,717万円2億8,866万円

2億9,987万円0円2億5,732万円4,255万円

2,147万円1,538万円609万円0円

8,028万円0円6,528万円1,500万円

59億3,948万円10億4,330万円19億8,653万円29億　965万円

1億1,338万円0円9,021万円2,317万円

8億7,795万円5億1,274万円3億　766万円5,755万円

平成19年度 合　　計

合　　　　計

会　  計 　 名

病院事業会計

水道事業会計

簡易水道事業特別会計

一般会計

公共下水道事業特別会計

小規模下水道事業特別会計

平成20年度
（予定）

平成21年度
（予定）

　市では将来の財政負担の軽減を図るため、過去に国などの公的機関から借り入れた
高利率（年利5.0％以上）の地方債について、繰上償還または低利な地方債への借換
を行います。（繰上償還を行う会計は下表のとおり）
　これまで繰上償還を行うには補償金の支払いが必要でしたが、今回は財政の健全化
に取り組むことを前提にそれが免除されます。5.0％以上で借り入れた地方債のうち
国の承認があったものについて、平成19年度から３年間で約80億円の繰上償還などを
行うことによって、将来の利子負担を軽減することができます。
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▼
 ○新図書館整備事業　　 　13億624万円
 ○図書館システム構築事業　 4,840万円
▼
 ○（仮称）東部一般廃棄物最終処分場整
 　備事業　　　　　　　 18億7,987万円
▼
 ○東予運動公園整備事業（屋内体育施設
 　整備）　　　　　　　　 ９億564万円
 ○まちづくり基盤整備事業 ６億700万円
 ○橋りょう長寿命化事業　　 1,200万円
 ○船屋王至森寺線道路改良事業
 　　　　　　　　　　　　　 3,000万円
 ○壬生川地区小型船だまり建設事業
 　　　　　　　　　　　　　 2,459万円
▼
 ○システム農学会開催事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　 30万円
 ○フィールド大学事業　　　　 150万円
 ○大学と連携した地域づくり助成事業
 　　　　　　　　　　　　　 1,278万円

▼
 ○企業立地促進奨励金　 １億1,900万円
 ○「水と食」調査研究事業　　 500万円
 ○地域産業活性化推進事業　 1,674万円
 ○四国鉄道文化館等管理運営事業
 　　　　　　　　　　　　　 3,300万円
 ○合宿都市構想推進事業　　　 126万円
▼
 ○Ｏターン推進事業　　　　　 115万円
 ○人材マッチング・合同就職面接会開催
 　事業　　　　　　　　　　　　31万円
 ○求職者対象パソコン研修事業
 　　　　　　　　　　　　　　 265万円
▼
 ○福祉基金事業　　　　　　　 712万円
 ○心身障害者扶養共済費　　 4,530万円
 ○障害者小規模作業所運営事業
 　　　　　　　　　　　　　 2,924万円
 ○障害児保育事業　　　　　 4,302万円
▼
 ○予防事業費（麻しん予防接種）
 　　　　　　　　　　　　　 1,978万円
 ○特定不妊治療費助成事業　　 101万円

▼
 ○乳幼児医療費助成事業 ２億2,091万円
 ○放課後児童健全育成事業 １億683万円
 ○放課後子ども教室推進事業　 605万円
 ○21世紀を担う子育て事業　　 506万円
▼
 ○特別支援教育支援員配置事業
 　　　　　　　　　　　　　 3,301万円
▼
 ○高地運動指導事業　　　　　 123万円
 ○石鎚山系元気ウォーキング大会開催事
 　業　　　　　　　　　　　　 209万円
 ○次世代育成支援スポーツ事業
 　　　　　　　　　　　　　 1,032万円
▼
 ○携帯電話発信位置情報受信システム整
 　備事業　　　　　　　　　　 226万円
 ○横断歩道注意喚起事業　　　 396万円
 ○地域防災計画策定事業　　 4,570万円
 ○市民総合防災訓練実施事業　 130万円
 ○浸水対策事業　　　　　　 2,200万円
 ○浸水水位表示板設置事業　　 105万円
 ○木製ダム調査研究事業　　　 272万円
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病院事業会計 ３３億７,６７７万円
水道事業会計
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

２３億６,４２２万円

壬生川財産区 ４２１万円
庄内財産区 １３２万円
畑地かん水事業 ２,７２９万円

２,９０７万円
本谷温泉事業 ２,３２８万円
小松地域交流事業 ２億６,４７１万円
土地開発事業 ７８７万円

１億９, ４４４万円
港湾上屋事業 ５８０万円

公共下水道事業 ５６億　 ４１４万円
小規模下水道事業 １億３,１１９万円

簡易水道事業 ２億２,０３８万円
介護保険 ８９億　 ８０７万円
老人保健 １２億１,９７３万円
国民健康保険 １２３億６,９６１万円

後期高齢者医療保険 １５億９,７９６万円市税 41.4％　　　　　　
１６８億３６６万円

民生費 30.9％　　　　　
１２５億４,６５４万円

公債費 13.4％　　　　　
５４億２,２６１万円

土木費 11.5％　　　　　
４６億７,１５３万円

教育費 11.0％　　　　　
４４億８,４８８万円

衛生費 13.2％　　　　　
５３億８,１６７万円

総務費 10.3％　　　　　
４１億６,３６２万円

地方交付税 15.7％　　　
６３億６,４５１万円

国庫支出金 10.5％　　　
４２億５,５６０万円

市債 10.6％　　　　　　
４３億１,５１０万円

県支出金  5.7％　　　　
２３億１,１７１万円

▼
 ○12歳教育推進事業　　　　　 285万円
 ○防災教育推進事業　　　　　 120万円
▼
 ○浄化槽設置整備事業　 １億5,304万円
 ○地下水資源調査解析事業　 3,330万円
 ○地下水シンポジウム開催事業　49万円
▼
 ○頑張る農家支援事業　　　　 370万円
 ○水田農業構造改革対策事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　 2,395万円
 ○農村環境保全向上活動支援事業費補助
 　金　　　　　　　　　　　 7,930万円
 ○団体営基盤整備促進事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　 7,337万円
 ○市単土地改良事業費等補助金
 　　　　　　　　　　　　　 3,000万円
 ○河原津漁港整備事業　　　 8,802万円
▼
 ○大町公民館建設事業　　　 7,931万円
▼
 ○病院事業会計財源不足補てん補助金
　　　　　　　　　　　　９億8,687万円

その他  1.2％　　　　
４億８,４７４万円

地方特例交付金  0.4％
１億５,０００万円

繰入金  4.2％　　　　
１６億９,８８７万円

地方譲与税  1.1％　　
４億６,７００万円

使用料・手数料  1.4％
５億６,７４０万円

地方消費税交付金  2.4％
９億８,３００万円

分担金・負担金  2.5％
１０億２,９１３万円

諸収入  2.9％　　　　
１１億９,９２８万円

その他  0.6％　　　　
２億７,１４９万円

議会費  0.8％　　　　
３億２,３９１万円

商工費  2.7％　　　　
１１億１,２４５万円

消防費  3.3％　　　　
１３億２,３２８万円

農林水産業費  2.3％　
９億２,８０２万円

▼ 地方債の繰上償還等を行います ▼

0％

50％

100％

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業

住宅新築資金等貸付事業特
別会計

80億3,153万円16億1,469万円30億8,026万円33億3,658万円

6億9,910万円4,327万円3億6,717万円2億8,866万円

2億9,987万円0円2億5,732万円4,255万円

2,147万円1,538万円609万円0円

8,028万円0円6,528万円1,500万円

59億3,948万円10億4,330万円19億8,653万円29億　965万円

1億1,338万円0円9,021万円2,317万円

8億7,795万円5億1,274万円3億　766万円5,755万円

平成19年度 合　　計

合　　　　計

会　  計 　 名

病院事業会計

水道事業会計

簡易水道事業特別会計

一般会計

公共下水道事業特別会計

小規模下水道事業特別会計

平成20年度
（予定）

平成21年度
（予定）

　市では将来の財政負担の軽減を図るため、過去に国などの公的機関から借り入れた
高利率（年利5.0％以上）の地方債について、繰上償還または低利な地方債への借換
を行います。（繰上償還を行う会計は下表のとおり）
　これまで繰上償還を行うには補償金の支払いが必要でしたが、今回は財政の健全化
に取り組むことを前提にそれが免除されます。5.0％以上で借り入れた地方債のうち
国の承認があったものについて、平成19年度から３年間で約80億円の繰上償還などを
行うことによって、将来の利子負担を軽減することができます。

オー
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市の財政状況を他の団体と比較できます

西条市と類似団体を比較したレーダーチャート
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① 財政力

⑦
財政構造の弾力性

⑥ 人件費・
　 物件費等の
　 適正度

④ 定員管理の適正度⑤ 給与水準の適正度
（国との比較）

②
将来負担の健全度

③
公債費負担の
健全度

西 条 市
※類似団体平均を100と
　したときの比率で表示

類似団体平均

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。

人　　口：115,795人
　　　　 （平成19年３月31日現在）

面　　積：509.04ｋ㎡

歳入総額：400億8,740万円

歳出総額：373億5,113万円

実質収支： 23億  964万円

平成18年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.71
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【地方債とは】　地方公共団体が事業を実施するための借入金をいい
ます。

　　　　　全国、県内市町および類似団体平均値を上回る財政力指数
であり、対前年度比においても0.04ポイント向上しており、引き続き
市税収入等の自主財源確保に努め、財政基盤を強化します。

分析

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00

類似団体内最大値
1.46

類似団体内平均値
0.69

類似団体内最小値
0.43

全国市町村平均
0.53

愛媛県市町平均
0.44

西条市の数値
0.71

類似団体内順位
39団体中15位

将来負担の健全度②
人口１人当たり地方債現在高 ＝ 40万7,319円

　　　　　全国、県内市町および類似団体平均値より低く抑えられて
おり、対前年比においても約14,000円減少しています。今後とも重要
かつ緊急度の高い施策の選択など、適債事業を厳選することによって
借入額の抑制を図ります。

分析

0

20万

40万

80万

60万

100万

類似団体内最小値
19万3,669円

類似団体内平均値
43万2,425円

類似団体内最大値
88万5,911円

全国市町村平均
45万6,703円

愛媛県市町平均
48万1,741円

西条市の数値
40万7,319円
類似団体内順位
39団体中17位

給与水準の適正度（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 95.7
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均値より低く抑えられていま
すが、今後とも、より一層の給与の適正化に努めます。
分析
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110.0

類似団体内最小値
90.0

類似団体内平均値
97.9

類似団体内最大値
103.4

全国市平均
97.9

全国町村平均
93.9

西条市の数値
95.7

類似団体内順位
39団体中11位

定員管理の適正度④
人口1,000人当たり職員数 ＝ 8.18人

　　　　　合併によって全国市町村および類似団体平均値を上回って
いますが、平成17年４月に策定した定員適正化計画（計画期間：平成
17年度～21年度）に基づき、５年間で100人（7.1％）を目標に職員
数を削減するなど、より適切な定員管理に努めます。

分析

14.00

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00
類似団体内最小値

5.25人

類似団体内最大値
11.20人

類似団体内平均値
7.70人

全国市町村平均
7.82人

愛媛県市町平均
8.46人

西条市の数値
8.18人

類似団体内順位
39団体中25位

財政構造の弾力性⑦
経常収支比率 ＝ 83.5％

　　　　　対前年比で0.1ポイント低下していますが、全国、県内市
町および類似団体平均値よりも良い状況にあります。今後とも市税な
どの一般財源の確保や経常的経費の圧縮を図り、財政構造の改善に努
めます。

分析

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

類似団体内最小値
79.7％

類似団体内平均値
90.9％

類似団体内最大値
101.6％

全国市町村平均
90.3％

愛媛県市町平均
88.7％

西条市の数値
83.5％

類似団体内順位
39団体中３位

公債費負担の健全度③
実質公債費比率 ＝ 16.4％
【実質公債費比率とは】　公債費に対する財政負担の度合いを示すも
のです。18％以上の団体は、公債費負担の改善計画を進める必要があ
ります。

※人件費、物件費、維持補修費の合計です。

【経常収支比率とは】　税などの経常的に収入される一般財源のうち
人件費や公債費など経常的な経費に充てた割合をいいます。この数値
の低い方が、財政運営に弾力性があるといえます。

　　　　　類似団体平均値とほぼ同率ですが、全国、県内市町平均値
よりも悪い状況にあります。今後とも後年度に交付税措置等のある起
債を厳選して活用するとともに、新規発行の起債の抑制に努めます。

分析

 5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

類似団体内最小値
8.9％

類似団体内平均値
16.5％

類似団体内最大値
21.1％

全国市町村平均
15.1％

愛媛県市町平均
15.0％

西条市の数値
16.4％

類似団体内順位
39団体中20位

人件費・物件費等の適正度⑥
人口１人当たり
人件費・物件費等決算額

　　　　　全国、県内市町および類似団体平均値よりも低額の状態に
あります。平成18年度は職員数の減少が人件費の削減につながり、前
年度より約3,300円の減となっています。

分析

6万

8万

10万

12万

14万

16万

18万

類似団体内最小値
７万5,695円

類似団体内平均値
11万1,792円

類似団体内最大値
16万2,875円

全国市町村平均
11万6,701円

愛媛県市町平均
11万5,824円

西条市の数値
10万9,113円
類似団体内順位
39団体中16位

 ＝ 10万9,113円

　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　    TEL0897─52─1271

40以下

60

80

100

120

140以上
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市の財政状況を他の団体と比較できます

西条市と類似団体を比較したレーダーチャート
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① 財政力

⑦
財政構造の弾力性

⑥ 人件費・
　 物件費等の
　 適正度

④ 定員管理の適正度⑤ 給与水準の適正度
（国との比較）

②
将来負担の健全度

③
公債費負担の
健全度

西 条 市
※類似団体平均を100と
　したときの比率で表示

類似団体平均

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。

人　　口：115,795人
　　　　 （平成19年３月31日現在）

面　　積：509.04ｋ㎡

歳入総額：400億8,740万円

歳出総額：373億5,113万円

実質収支： 23億  964万円

平成18年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.71
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【地方債とは】　地方公共団体が事業を実施するための借入金をいい
ます。

　　　　　全国、県内市町および類似団体平均値を上回る財政力指数
であり、対前年度比においても0.04ポイント向上しており、引き続き
市税収入等の自主財源確保に努め、財政基盤を強化します。

分析
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0.53

愛媛県市町平均
0.44

西条市の数値
0.71

類似団体内順位
39団体中15位

将来負担の健全度②
人口１人当たり地方債現在高 ＝ 40万7,319円

　　　　　全国、県内市町および類似団体平均値より低く抑えられて
おり、対前年比においても約14,000円減少しています。今後とも重要
かつ緊急度の高い施策の選択など、適債事業を厳選することによって
借入額の抑制を図ります。

分析
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19万3,669円
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88万5,911円

全国市町村平均
45万6,703円

愛媛県市町平均
48万1,741円

西条市の数値
40万7,319円
類似団体内順位
39団体中17位

給与水準の適正度（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 95.7
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均値より低く抑えられていま
すが、今後とも、より一層の給与の適正化に努めます。
分析
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定員管理の適正度④
人口1,000人当たり職員数 ＝ 8.18人

　　　　　合併によって全国市町村および類似団体平均値を上回って
いますが、平成17年４月に策定した定員適正化計画（計画期間：平成
17年度～21年度）に基づき、５年間で100人（7.1％）を目標に職員
数を削減するなど、より適切な定員管理に努めます。

分析
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財政構造の弾力性⑦
経常収支比率 ＝ 83.5％

　　　　　対前年比で0.1ポイント低下していますが、全国、県内市
町および類似団体平均値よりも良い状況にあります。今後とも市税な
どの一般財源の確保や経常的経費の圧縮を図り、財政構造の改善に努
めます。

分析

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

類似団体内最小値
79.7％

類似団体内平均値
90.9％

類似団体内最大値
101.6％

全国市町村平均
90.3％

愛媛県市町平均
88.7％

西条市の数値
83.5％

類似団体内順位
39団体中３位

公債費負担の健全度③
実質公債費比率 ＝ 16.4％
【実質公債費比率とは】　公債費に対する財政負担の度合いを示すも
のです。18％以上の団体は、公債費負担の改善計画を進める必要があ
ります。

※人件費、物件費、維持補修費の合計です。

【経常収支比率とは】　税などの経常的に収入される一般財源のうち
人件費や公債費など経常的な経費に充てた割合をいいます。この数値
の低い方が、財政運営に弾力性があるといえます。

　　　　　類似団体平均値とほぼ同率ですが、全国、県内市町平均値
よりも悪い状況にあります。今後とも後年度に交付税措置等のある起
債を厳選して活用するとともに、新規発行の起債の抑制に努めます。

分析

 5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

類似団体内最小値
8.9％

類似団体内平均値
16.5％

類似団体内最大値
21.1％

全国市町村平均
15.1％

愛媛県市町平均
15.0％

西条市の数値
16.4％

類似団体内順位
39団体中20位

人件費・物件費等の適正度⑥
人口１人当たり
人件費・物件費等決算額

　　　　　全国、県内市町および類似団体平均値よりも低額の状態に
あります。平成18年度は職員数の減少が人件費の削減につながり、前
年度より約3,300円の減となっています。

分析

6万

8万

10万

12万

14万

16万

18万

類似団体内最小値
７万5,695円

類似団体内平均値
11万1,792円

類似団体内最大値
16万2,875円

全国市町村平均
11万6,701円

愛媛県市町平均
11万5,824円

西条市の数値
10万9,113円
類似団体内順位
39団体中16位

 ＝ 10万9,113円

　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　    TEL0897─52─1271

40以下

60

80

100

120

140以上
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　昭和51年に小松町選挙管理委員に就任されて以来、
24年の長きにわたり職務に精励され、この間、同委員
会委員長を務められるなど、公正な選挙の執行管理と
選挙啓発に多大な貢献をされました。

古川在住の藤本豊實氏

　自発的・主体的に地域で環境保全活動などに取り組ん
でいる団体や個人をたたえる「えひめ環境賞」に、市内
の藤本豊實氏（古川甲）が選ばれ、３月13日に県庁で表
彰式が行われました。
　藤本氏は、太陽光発電システムや温度が一定で豊富な
地下水を活用した冷暖房器具を自宅に設置するなど、長
年にわたり自宅の省エネルギー化に努められています。
　また、省エネルギーや
リサイクルの環境学習、
講演活動にも取り組まれ
ています。

▲

県庁で行われた表彰式（右
　端が藤本豊實氏）

　命と暮らしの根幹に関わる日本の食と農を見つめ
直し、真に豊かな「食」と「農」のあるべき姿と、
その実現方策のヒントを、地域の暮らしや生産、教
育の現場から考える機会として、研究者や学生が地
域に学び、市民と対話する大会を開催します。

開催日

場　所

５月23日(金)～25日(日)

総合文化会館 ※25日は現地見学会

主催：システム農学会、西条市
後援：愛媛県、中国四国農政局、農村計画学会、ＪＡ西条、ＪＡ周桑、ＪＡ東予園芸、西条商工会議所、周桑商工会　協賛：㈱西条産業情報支援センター、アサヒビール㈱

シンポジウム
●食と農が拓く地域の未来
　西条市長　伊藤宏太郎
●次世代へつなぐ～農業教育の現場から
　西条農業高等学校教諭　松尾義男氏
●農と食をつなぐ水：環境トレーサビリティ研究の最前線
　総合地球環境学研究所教授　中野孝教氏
●田んぼの見えないところで地産地消を考える
　東京大学新領域創成科学研究科教授　山路永司氏

総合討論

研究発表会
●一般研究発表　システム農学会会員
●特別発表　市内農業専攻高校生、行政など

現地見学会
●山間集落、生産組合、農産物直販所などの視察

５月23日(金)　13時～

５月24日(土)　９時30分～

５月25日(日)　９時～

大会への参加申込方法

西条農業高等学校教諭
松尾義男氏
グリーン環境科教諭。農場長。平成17年３月
から生徒とともに千町棚田保全活動に取り組
んでいる。耕作放棄された棚田では、雑穀、
イネ、草花などの栽培に取り組んでいる。

総合地球環境学研究所教授
中野孝教氏
専門は資源地質学、同位体環境学。地球化学
的なトレーサビリティー手法を用いて、地球
表層の物質循環とそれに及ぼす人との関係に
ついて研究している。

東京大学新領域創成科学研究科教授
山路永司氏
専門は農業環境学、農業工学。農地の整備技
術や農業が環境に及ぼす影響について多面的
な研究を行っている。主な著書に「新版・農
村計画学」「農地工学」など。西条市出身。



　

松
山
分
水
問
題
に
つ
い
て
、
第
６
回
目
の
意
見

交
換
会
が
松
山
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

西
条
市
は
、
松
山
市
に
対
し
て
新
規
水
源
開
発

量
（
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍
／
日
）
の
積
算
根
拠

に
つ
い
て
再
度
説
明
を
求
め
た
ほ
か
、
道
前
平
野

地
下
水
資
源
調
査
の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

【
新
規
水
源
開
発
量
に
つ
い
て
】

▲

松
山
市
の
説
明

　

松
山
市
の
需
要
量
の
将
来
予
測

に
つ
い
て
、
地
区
内
給
水
人
口
の

ピ
ー
ク
は
、
平
成
27
年
度
で
51
万

８
３
０
０
人
に
な
る
と
推
計
し
て

お
り
、
同
年
に
お
け
る
１
人
１
日

あ
た
り
の
給
水
量
を
３
１
０
㍑
、

１
日
最
大
給
水
量
を
18
万
８
６
０

０
立
方
㍍
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

基
準
渇
水
年
（
10
年
に
一
度
の

渇
水
年
）
は
平
成
14
年
度
と
し
て

お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
１
日
最

大
供
給
量
は
石
手
川
ダ
ム
、
地
下

水
、
北
条
地
区
を
合
わ
せ
て
14
万

７
０
０
立
方
㍍
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
最
大
給
水
量
の
18
万
８
６

０
０
立
方
㍍
か
ら
１
日
最
大
供
給

量
の
14
万
７
０
０
立
方
㍍
を
差
し

引
い
た
約
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍

が
、
新
規
水
源
開
発
の
必
要
量
で

あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▲
西
条
市
の
意
見

　

松
山
市
の
説
明
を
聞
い
て
い
る

と
、
平
成
６
年
の
渇
水
の
教
訓
を

生
か
せ
な
い
ま
ま
平
成
14
年
の
渇

水
に
遭
い
、
慌
て
て
長
期
的
水
需

給
計
画
を
策
定
し
た
よ
う
な
印
象

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
周
辺
市
町

と
の
協
力
体
制
が
と
れ
ず
、
道
後

平
野
全
体
の
水
収
支
モ
デ
ル
が
構

築
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
計
画
の
策
定
を
急
い
だ

た
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ま
か
せ

の
調
査
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

調
査
結
果
を
活
か
し
き
れ
ず
、
現

在
、
新
規
水
源
の
開
発
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
る
と
い
う
の
が
西
条
市

の
感
想
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
規
水
源
開
発
の
妥

当
性
を
検
討
す
る
意
味
で
、「
松

山
市
は
渇
水
都
市
で
は
な
い
」
と

の
持
論
を
展
開
し
て
い
る
篠
原
俊

憲
氏
（
技
術
士
で
松
山
市
水
資
源

対
策
検
討
委
員
会
の
元
委
員
）
に

説
明
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

篠
原
氏
は
、
松
山
市
の
給
水
人

口
が
ピ
ー
ク
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
平
成
27
年
度
に
、
１
人
１
日
平

均
給
水
量
を
３
１
０
㍑
と
し
て
、

日
量
最
大
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍

の
新
規
水
源
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
松
山
市
の
計
画
に
対
し
、

「
節
水
型
都
市
づ
く
り
」
の
推
進

に
よ
り
、
平
成
18
年
度
の
１
人
１

日
平
均
給
水
量
の
実
績
は
３
０
１

㍑
に
な
っ
て
い
る
の
に
３
１
０
㍑

で
計
算
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
の
簡
易
水
道
区
域
な
ど
の
水
量

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
４
万
８

０
０
０
立
方
㍍
は
過
大
で
あ
り
、

実
際
は
計
画
の
半
分
以
下
の
２
万

立
方
㍍
程
度
で
十
分
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
ま
し
た
。

▲

松
山
市
の
説
明

　

松
山
市
が
行
っ
た
調
査
に
つ
い

て
は
十
分
に
科
学
的
な
論
拠
を
持

っ
た
も
の
で
あ
り
、
委
託
業
者
以

外
に
も
大
学
の
教
授
に
も
評
価
を

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
厚
生

労
働
省
の
認
可
に
耐
え
う
る
も
の

で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
地
下
水
資
源
調
査
に
つ
い
て
】

▲

西
条
市
の
説
明

　

西
条
市
で
は
平
成
８
～
11
年
度

に
か
け
て
旧
西
条
市
に
お
け
る
加

茂
川
水
系
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
16
年
11
月
に
は
２
市

２
町
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、

道
前
平
野
全
体
の
調
査
が
必
要
と

な
り
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
戦
略

と
し
て
地
下
水
資
源
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
平
成
19
～
21
年
度
の
調
査
内
容

　

①
道
前
平
野
の
数
値
モ
デ
ル
に

よ
る
水
収
支
解
析
②
西
条
市
の
名

水
の
水
質
形
成
に
関
す
る
地
球
化

学
的
研
究
③
西
条
市
の
地
下
水
水

質
の
季
節
的
変
化
④
地
下
水
を
取

り
巻
く
諸
環
境
と
地
下
水
の
実
態

解
析
に
関
す
る
基
礎
調
査
⑤
地
下

水
流
動
調
査
⑥
地
下
水
塩
水
化
の

調
査
な
ど
。

▲

松
山
市
か
ら
西
条
市
へ
の
質
問

　

前
回
と
今
回
の
調
査
の
相
違
点

と
、
調
査
期
間
が
延
長
し
た
理
由

は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

▲

質
問
に
対
す
る
西
条
市
の
回
答

　

前
回
と
今
回
の
調
査
で
は
範
囲

が
違
っ
て
お
り
、
前
回
は
地
質
が

中
心
で
し
た
が
、
今
回
は
水
質
が

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
地
下

水
の
涵か

ん
よ
う
い
き

養
域
に
つ
い
て
新
た
な

テ
ー
マ
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
起
因
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
回
意
見
交
換
会
で

愛
媛
県
水
資
源
対
策
課
か
ら
、
西

条
市
が
地
下
水
管
理
の
強
化
（
揚

水
の
抑
制
）
を
し
な
け
れ
ば
塩
水

化
や
地
下
水
枯
渇
を
防
げ
な
い
と

指
摘
さ
れ
た
た
め
、
西
条
市
で
は

「
地
下
水
は
公
水
で
あ
る
」
と
い

う
概
念
の
も
と
、
法
整
備
を
進
め

る
べ
く
、
「
地
下
水
法
シ
ス
テ
ム

研
究
会
」
立
ち
上
げ
の
準
備
に
着

手
し
た
こ
と
な
ど
も
、
期
間
延
長

の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
】

▲

松
山
市
の
提
案

　

河
川
管
理
者
と
し
て
の
意
見
を

聴
く
た
め
に
、
次
回
か
ら
愛
媛
県

の
水
資
源
対
策
課
に
出
席
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

▲

提
案
に
対
す
る
西
条
市
の
回
答

　

こ
の
会
は
３
市
そ
れ
ぞ
れ
の
水

事
情
の
現
状
と
課
題
を
検
討
し
、

相
互
認
識
と
理
解
を
図
る
た
め
の

会
で
あ
り
、
愛
媛
県
が
入
る
と
い

う
こ
と
は
分
水
協
議
の
意
味
あ
い

が
強
く
な
り
、
目
的
が
違
っ
て
く

る
た
め
、
愛
媛
県
の
出
席
は
お
断

り
い
た
し
ま
す
。

▲

新
居
浜
市
の
意
見

　

こ
の
会
の
目
的
に
沿
っ
た
運
営

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
反
対
意

見
を
述
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
対

案
を
示
し
あ
う
よ
う
な
建
設
的
な

会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
次
回
の
意
見
交
換
会

　

次
回
は
５
月
下
旬
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
傍
聴
に
つ
い
て
は
日

程
が
決
ま
り
次
第
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

水
資
源
対
策
調
査
研

究
会
（
市
庁
舎
別
館
環
境
課
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２
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　市では「合宿都市構想」を提唱し、各種スポーツなどのキャンプ・
合宿の誘致を進めています。２月・３月に市内で行われた春季キャン
プ・合宿には、社会人、大学生、高校生など11チームが来西し、選手
たちはシーズン開幕に向けて、練習やオープン戦で汗を流しました。
　今回のキャンプ・合宿は延べ87日間に渡って行われ、平成18年の都
市対抗野球で優勝したＴＤＫ硬式野球部をはじめとする３チームが新
たにキャンプインするなど、昨年に比べると２チーム・延べ19日間の
増加となりました。また、合宿都市構想の基本計画も今年４月にまと
められ、11月には合宿の拠点施設となる東予運動公園・屋内体育施設
（仮称）が完成予定であり、着実に一歩一歩前進しています。

　キャンプ・合宿期間中には愛媛マン
ダリンパイレーツをはじめとする地元
チームとの練習試合が行われたほか、
日産自動車九州硬式野球部、京都産業
大学サッカー部の皆さんによる各種ス
ポーツ教室が開催されました。また、
ＴＡＳＡＫＩペルーレＦＣの皆さんに
は、次世代育成支援スポーツ事業とし
て、サッカー教室、地元中学生選抜チ
ームとの練習試合を行っていただくな
ど、来西した各チームの皆さんと市民
との交流が図られました。

春季キャンプ・合宿に
延べ87日間・11チームが来西

四国学院大学硬式野球部
２月14日～20日

立命館大学陸上競技部
２月16日～21日

ＪＦＥ西日本硬式野球部
２月21日～３月３日

京都産業大学サッカー部
３月４日～７日

香川大学硬式野球部
３月16日～20日

ＴＡＳＡＫＩペルーレＦＣ
３月20日～23日

徳島商業高等学校硬式野球部
３月22日～23日

浪速高等学校硬式野球部
３月26日～30日

拓殖大学硬式野球部
２月21日～27日

ＴＤＫ硬式野球部
２月29日～３月15日

日産自動車九州硬式野球部
３月３日～13日
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　市では「合宿都市構想」を提唱し、各種スポーツなどのキャンプ・
合宿の誘致を進めています。２月・３月に市内で行われた春季キャン
プ・合宿には、社会人、大学生、高校生など11チームが来西し、選手
たちはシーズン開幕に向けて、練習やオープン戦で汗を流しました。
　今回のキャンプ・合宿は延べ87日間に渡って行われ、平成18年の都
市対抗野球で優勝したＴＤＫ硬式野球部をはじめとする３チームが新
たにキャンプインするなど、昨年に比べると２チーム・延べ19日間の
増加となりました。また、合宿都市構想の基本計画も今年４月にまと
められ、11月には合宿の拠点施設となる東予運動公園・屋内体育施設
（仮称）が完成予定であり、着実に一歩一歩前進しています。

　キャンプ・合宿期間中には愛媛マン
ダリンパイレーツをはじめとする地元
チームとの練習試合が行われたほか、
日産自動車九州硬式野球部、京都産業
大学サッカー部の皆さんによる各種ス
ポーツ教室が開催されました。また、
ＴＡＳＡＫＩペルーレＦＣの皆さんに
は、次世代育成支援スポーツ事業とし
て、サッカー教室、地元中学生選抜チ
ームとの練習試合を行っていただくな
ど、来西した各チームの皆さんと市民
との交流が図られました。

春季キャンプ・合宿に
延べ87日間・11チームが来西

四国学院大学硬式野球部
２月14日～20日

立命館大学陸上競技部
２月16日～21日

ＪＦＥ西日本硬式野球部
２月21日～３月３日

京都産業大学サッカー部
３月４日～７日

香川大学硬式野球部
３月16日～20日

ＴＡＳＡＫＩペルーレＦＣ
３月20日～23日

徳島商業高等学校硬式野球部
３月22日～23日

浪速高等学校硬式野球部
３月26日～30日

拓殖大学硬式野球部
２月21日～27日

ＴＤＫ硬式野球部
２月29日～３月15日

日産自動車九州硬式野球部
３月３日～13日
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700 FAX0898ー65ー4363

民館での活動を楽しみにしているようでした。
　石根公民館では新築落成を記念して、５月14日に「上方
落語と介護予防の手づくり演劇（入場無料・整理券必要）」
を、11月には記念文化祭を開催する予定です。お誘いあわ
せて、ぜひお越しください。
※新築記念落語会、記念文化祭、通常の利用方法などは、
石根公民館（℡0898－72－2620）へお問い合わせください。

「桜の名所をめざして」（陽春と志河川ダム）

　３月初旬に中川地区２カ所で桜の植樹が行われました。
一つは、来見地区にある市の天然記念物の「陽春」です。
90年余り前、近くに農業用水ができたのを記念して植えた
と伝えられていますが、樹齢は90年を超え、部分的に枯れ
始めていました。地元では、この地域で生まれてシンボル
として親しまれている名桜を何とか後世に残したいと思い、

松山の樹木医に協力を依頼し、このほど原木から接ぎ木し
育てた苗を原木の隣へ植樹しました。「陽春」の原木は、
同時に植えたソメイヨシノが枯れた後も、30年以上長生き
しており、今から植樹をした陽春２世の成長が楽しみです。
　もう１カ所は、志河川ダムの周辺です。志河川ダムの完
成に伴い周辺整備事業の一環で、桜55本ともみじ30本を近
隣の志川、湯谷口、楠窪の３集落の住民など約90人が植樹
を行いました。志河川
ダム周辺は遊歩道も整
備されており、これか
らの季節、清流を吹き
ぬける心地よい川風と
さわやかな新緑を楽し
む散策に出かけてみて
はいかがでしょうか。

「今年も家族が元気でありますように」「お米がたくさん
取れますように」とお参りした後、勇ましい子ども相撲を
見て楽しんでいました。
　長い伝統を受け継ぎ、相撲の参加者は男の子だけでした
が、30年前頃からは少子化のため女の子を含め幼児から中
学生まで参加できるようになり、今でも、10月18日の夜、
周波神社のお祭りとして奉納子ども相撲が行われています。

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

▲
　

奉
納
子
ど
も
相
撲
の
様
子

▲ 

一
部
に
枯
枝
が
見
え
る
も

　
の
の
見
事
に
咲
い
た
陽
春

　
の
原
木
（
写
真
中
央
）

　黄色いジュータンのような菜の花畑

「上市地区の奉納子ども相撲」

　昔、上市新池近くの一番山には、相撲の好きな周波（す
わ）の神さんが住んでいました。周波の神さんは、五穀豊
穣の神様ですが、たいそう相撲と子どもが好きだというこ
とで、歴代の宮司さんたちは子どもを集めては勉強を教え
たり、相撲をとって遊ばせたりしていました。昔は今と違
って、遊び道具が少なかったので、子どもたちは大変喜ん
で毎日遊んでいました。おかげで子どもたちは元気で心身
ともに成長し、立派な青年に育ちました。
　明治42年４月に神社法が改正になり、一番山にあった周
波神社は、現在の甲賀神社の境内に移されました。
　電灯もなかった頃は、たいまつの明かりで男の子のみが
相撲を取り、元気な声が夜遅くまで響き渡っていました。
祭り見物に来た人は、お米一升を周波の神さんにお供えし

待望の石根公民館が完成

　小松町石根地区に、地域住民が待ち望んでいた石根公民
館が新築完成しました。４月20日には落成式が行われ、利
用も始まりました。木造平屋造りの館内には和室とホール
があり、さらに館内と段差なしでつながるテラスが南側に
広がっています。
　明るく温かみのある公民館の完成に、地域の皆さんは
「フロアが広々として、天井が高く吹き抜けのようになっ
ており、落ち着いた感じですね。これから大事に長く使っ
ていきたいです」「館内は木の香りがして気持ちいいです
ね。たくさんの人が集まるふれあいの場となり、地域が盛
り上がっていけたらいいですね」「館内は段差もなく広々
としていて、ホールには鏡もあるので、踊りをするときに
動作の確認ができていいですね」と話してくれ、新しい公

▲
　

ダ
ム
周
辺
で
の
植
樹
の
様
子

▲
地
域
の
期
待
を
集
め
植
樹

　
さ
れ
た
「
陽
春
２
世
」

▲ 外観

広々とし
た和室

▲

▲ 開放的な
　　 テラス



　

堀
場
製
作
所
最
高
顧
問
の
堀
場

雅
夫
氏
が
会
長
を
務
め
る
日
本
新

事
業
支
援
機
関
協
議
会
（
通
称
＝

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
）
が
主
催
す
る
「
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ　

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ　

２
０
０
７
」
で
、
西
条
市
産
業
情

報
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
起
業
醸
成

部
門
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、

各
部
門
賞
受
賞
者
の
う
ち
最
も
顕

著
な
成
果
を
上
げ
た
事
業･

機
関

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
新
事
業
創
出

大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
は
、
平
成
11
年
の

「
新
事
業
創
出
促
進
法
」
の
施

行
に
伴
い
発
足
し
た
団
体
で
、
新

事
業
の
創
出
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
た
全
国
の
都
道
府
県
や
政
令

市
の
産
業
支
援
機
関
な
ど
を
会
員

と
す
る
全
国
組
織
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｎ

Ｂ
Ｏ
で
は
、
会
員
が
行
う
新
規
事

業
創
出
活
動
の
成
果
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ

Ｏ　

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
」
を
実
施
し

て
お
り
、
今
回
で
５
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
創
業
者
や
経

営
者
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
人

が
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
資
質

や
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
西

条
市
と
企
業
が
連
携
し
、
起
業
家

マ
イ
ン
ド
醸
成
事
業
（
起
業
教

育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
）
に
取

り
組
み
、
中
で
も
小
学
生
、
中
高

生
、
大
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
、

自
己
実
現
に
重
点
を
置
い
た
「
起

業
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」、
地

域
モ
ノ
作
り
産
業
の
持
続
的
発
展

に
重
点
を
置
い
た
「
地
域
産
業
人

材
育
成
」
を
実
施
し
、
起
業
風
土

を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
た
点
や
、
学
校
や

教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
、
市
の

教
育
基
本
方
針
重
点
目
標
に
も
当

セ
ン
タ
ー
の
各
種
事
業
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
点
、
ま
た
、
女
性

起
業
家
ス
ク
ー
ル
や
経
営
者
塾
な

ど
起
業･
経
営
革
新
に
直
結
す
る

事
業
も
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
支

援
企
業
の
営
業
面
に
お
け
る
能
力

強
化
と
い
う
観
点
か
ら
広
い
情
報

網
を
駆
使
し
、
積
極
的
な
販
売
支

援
・
営
業
支
援
を
実
施
す
る
な
ど

起
業
家
育
成
の
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
る
点
な
ど
が
特
に
評
価
さ
れ
、

「
起
業
醸
成
部
門
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
創
出
を
中
心
と
し

た
「
内
発
型
」
の
産
業
政
策
の

展
開
を
図
る
中
核
施
設
と
し
て

１
９
９
９
年
に
設
置
さ
れ
た
当
セ

ン
タ
ー
は
「
地
域
活
力
の
源
泉
は

産
業
に
あ
り
、
産
業
を
支
え
る
基

盤
は
人
材
に
あ
り
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
地
域
活
性
化
の
原
動
力

と
な
る
人
を
育
て
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
、
様
々
な
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
賞
受
賞
は
起
業
家
の

裾
野
拡
大
や
起
業
家
育
成
へ
の
取

り
組
み
内
容
に
加
え
、
地
域
の
独

自
性
や
他
地
域
へ
の
モ
デ
ル
と
な

り
う
る
こ
と
、
都
市
の
規
模
に
比

べ
て
そ
の
取
り
組
み
の
レ
ベ
ル
が

高
い
こ
と
、
今
後
大
き
な
成
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
は
６
月
12
日
㈭
に
東
京

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
今
月
の
「
我
が
社
の
得
意
技
」

は
お
休
み
し
ま
す

　

市
内
の
小
学
５
年
生
30
名
で
構

成
す
る
も
の
づ
く
り
科
学
創
造
ク

ラ
ブ
が
、
３
月
26
日
に
株
式
会
社

ク
リ
タ
を
訪
問
し
、
鉄
を
溶
か
し

て
機
械
の
部
品
な
ど
に
仕
上
げ
る

鋳
造
の
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
溶
け
た
鉄
の
色
は
、
溶
け
た
鉄

の
温
度
で
決
ま
る
と
知
っ
て
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
科
学
創
造
ク
ラ
ブ

は
現
在
４
期
生
が
活
動
し
て
お

り
、
８
月
ま
で
に
残
り
３
回
の
活

動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

▲　鋳造製品について説明を聞く小学生

もっと詳しく知りたい方は…
　○産業情報支援センター
　℡0897－53－0010　FAX0897－53－0011　Eメール info@saijo-sics.co.jp
サイクスのホームページもご覧ください。
　http://www.saijo-sics.co.jp/

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は、「産業情報支援センターが新事
業創出大賞を受賞」などについてお知らせ
します。

42

も
の
づ
く
り
科
学
創
造

ク
ラ
ブ
が
鋳
造
工
場
を
訪
問

受賞の要因となった起業家
マインド醸成事業
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５
月
５
日
㈪
「
こ
ど
も
の
日
」

は
、
次
の
地
区
の
ご
み
収
集
を
お

休
み
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
方
は

次
回
の
収
集
日
に
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
が
休
み
の
地
区

○
も
え
る
ご
み

　

玉
津
、
飯
岡
、
大
町
、
神
戸（
舟

形
、
津
越
、
長
瀬
を
除
く
）、
橘
、

大
保
木
、
市
之
川

○
も
え
な
い
ご
み

　

西
条
、
氷
見

※
連
休
明
け
は
収
集
時
間
が
大
幅

に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
必
ず
朝
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

　

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用
と
ネ
ズ
ミ

用
の
駆
除
薬
剤
を
必
要
と
さ
れ
る

方
は
、
自
治
会
の
班
・
組
単
位
な

ど
で
必
要
数
量
を
取
り
ま
と
め
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　
　
　
　
　

１
袋

■
申
込
期
限　

５
月
16
日
㈮

■
引
渡
し
時
期

　

駆
除
薬
剤
は
５
月
26
日
㈪
か
ら

順
次
お
渡
し
し
ま
す
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
衛
生
課　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

受
給
・
支
給
の
両
要
件
を
満
た

し
、
嘱
託
医
が
特
別
障
害
者
と
認

め
る
方
に
、
特
別
障
害
者
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
要
件

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別

の
介
護
が
必
要
で
あ
り
、
原
則
と

し
て
重
度
の
障
害
が
２
つ
以
上
重

複
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
支
給
要
件

○
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と

○
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
入
院
し
て
い
な
い
こ
と

■
支
給
額

　

月
額
２
万
６
４
４
０
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

　

郵
便
事
業
㈱
で
は
、
重
度
の
身

体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
の
福
祉

に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
青
い
鳥
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
通
常
郵
便
は
が
き

を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

■
配
布
枚
数

　

１
人
に
つ
き
20
枚

■
申
込
期
間　

６
月
２
日
㈪
ま
で

■
申
込
方
法

　

問
合
せ
先
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
便
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

５
月
５
日
㈪
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す
（
旧
西
条
市
）

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

重
度
の
身
体
・
知
的
障
害
者
に

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
無
償
配
布

　市庁舎別館建設道路課
　　　　　道路調査情報係　℡0897－52－1232

広報さいじょう　2008　5月号 12



20
日　

固
定
資
産
税
第
１
期
分
の

督
促
状
の
発
送

６
月
２
日　

軽
自
動
車
税
全
期
分

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

市
税
な
ど
の
納
付
方
法
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
し
た
翌
月
の
末
日
か

ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

　

東
予
地
方
局
と
市
で
は
共
同
で

出
張
収
納
窓
口
を
開
設
し
、
平
成

20
年
度
の
自
動
車
税
と
軽
自
動
車

税
の
納
付
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

日
頃
、
仕
事
な
ど
で
忙
し
い
た

め
、
金
融
機
関
な
ど
で
の
納
付
が

困
難
な
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
開
設
場
所

　

フ
ジ
グ
ラ
ン
西
条
（
新
田
）

■
開
設
日
時

　

５
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
・
31
日

㈯
、
６
月
１
日
㈰　

９
時
～
18
時

※
５
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
納

税
者
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
当

日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

東
予
地
方
局（
旧
西
条
地
方
局
）

　

税
務
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
１
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
８

５
月
の
市
税
ご
よ
み

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

出
張
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　土砂災害から国民の生命を守るため平成13年４月１日に
「土砂災害防止法」が施行されました。この法律では、土
砂災害が発生する恐れのある区域について、危険の周知、
警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の抑制、著しく危
険な既存住宅の移転などの対策を推進することを目的とし
ています。
　市内においても、愛媛県によって土砂災害警戒区域と土
砂災害特別警戒区域の指定が進められ、地元説明会の開催
などを経て、下表の区域が指定されました。

　愛媛県によって、特定の開発行為に対する許可および著
しく危険な建築物の移転勧告が図られます。また、木造住
宅などの小規模建築物は建築確認申請が必要となり、市が
それら小規模建築物の構造規制を図ります。

◆土砂災害警戒区域について
　市庁舎本館災害予防課　災害予防係　℡0897－52－1267
◆警戒避難体制について
　市庁舎本館危機管理課　防災計画係　℡0897－52－1282

◆土砂災害特別警戒区域について
　愛媛県庁砂防課　急傾斜係　℡089－941－2111
◆建築物の構造規制について
　市庁舎別館建築住宅課　建築審査係　℡0897－52－1558

市が警戒避難体制の整備を図ります。

土砂災害特別警戒区域では

土砂災害警戒区域では

お問い合わせ先

指定地区 区 域 名 自然現象の種類 指 定 区 域 の 種 類指定地区番号
津越地区 津越 急傾斜地区の崩壊 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域206-Ⅰ-138（１）
市倉地区 市倉川上川 土石流 土砂災害警戒区域206-1118

市倉（長瀬）地区
東市倉川

土石流

土石流

土石流
土石流

土石流

206-1119
市倉川

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域
206-1120

舟形地区
倉谷川206-2045
西倉谷川

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域
206-2046

中寺地区
中寺下川 土砂災害警戒区域206-2054
中寺上川 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域206-2055

千町地区
千町上川206-1124-1
千町上川 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域206-1124-2
千町川206-1125

下津池地区 下津池 急傾斜地区の崩壊 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域206-Ⅰ-144（１）
黒代地区 黒代 急傾斜地区の崩壊 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域206-Ⅰ-146（１）
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５
月
は
下
水
道
に
係
る
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の
納
期
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
納
期
限

○
旧
西
条
市
賦
課
分

　

第
１
期　

６
月
２
日
㈪

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
市
内

で
は
２
５
４
名
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
43
名
の
主
任
児
童
委
員

が
、
相
談
活
動
、
福
祉
活
動
へ
の

参
加
、
安
否
確
認
の
訪
問
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
上
の
悩
み
や
心
配
事
は
、

お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
、
児
童
に
関
す
る
こ
と
は
主
任

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
各
委
員
の
連
絡
先
は
２
月
号
の

広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
国

土
調
査
未
実
施
区
域
の
調
査
を
再

開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
飯
岡
・
早
川

地
番
の
一
部
（
左
図
参
照
）
の
調

査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
調
査
は
、
土
地
の
一
筆
ご

と
の
地
番
、
地
目
、
面
積
な
ど
を

調
査
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
境
界

の
確
認
な
ど
、
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
国
土
調
査
課

　

国
土
調
査
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
４
７

市
役
所
の

代
表
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期
（
旧
西
条
市
分
）

５
月
12
日
㈪
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

飯
岡
・
早
川
地
番
の
国
土
調
査

（
地
籍
調
査
）
を
実
施
し
ま
す

　平成29（2017）年に開催される「えひめ国体（第72回国民
体育大会）」の競技会場が内定（第２次）しました。
　今回、西条市での開催が内定した競技種目は、ハンドボー
ル（成年男女）、山岳（ボルダリング・リード）、サッカー
（少年男子）で、昨年の第１次で内定した軟式野球（成年男
子）と合わせて、４種目の開催が内定したことになります。
　えひめ国体の成功に向け、大会開催時には選手の応援、大
会ボランティアへの参加など、市民の皆さんのご協力をお願
いいたします。
■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課
　　　　　国体準備室　℡0897－52－1255

軟式野球

種　目 種　別 内 示競技会場（予定）

▼市内での開催が内定した競技種目

ひうち球場
東予運動公園野球場

ひうち陸上競技場

西条運動公園内

総合体育館ほかハンドボール

サッカー

山岳

成年男子 第１次

第２次

第２次

第２次

成年男女

少年男子

全種別

※県内市町の競技会場など、えひめ国体について詳しくは、県のホー
　ムページ（国民体育大会準備室のページ）をご覧ください。
　URL　http://ehime-c.esnet.ed.jp/hosupo/kokutai/

農業者年金に加入しましょう農業者の皆さんへ
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■
日
時　

５
月
18
日
㈰

　

11
時
～
14
時
30
分（
雨
天
実
施
）

■
場
所

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

※
当
日
は
東
予
南
幼
稚
園
・
保
育

所
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

　

ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
ー
ポ
リ
ン
、
工

作
コ
ー
ナ
ー
、
の
み
の
市
、
ゲ
ー

ム
、
バ
ザ
ー

■
問
合
せ

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
５

－

６
６
８
０

■
日
時　

５
月
25
日
㈰

　
　
　
　

11
時
～
14
時
30
分

■
場
所

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

※
当
日
は
、
日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
東

予
、
す
ぱ
ー
く
東
予
の
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

　

保
育
園
児
に
よ
る
歌
、
大
道

芸
、
落
語
会
（
出
演
＝
桂
三
若
、

桂
三
幸
、
芸
乃
虎
や
志
）
、
お
茶

接
待
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の
市
、
ゲ

ー
ム
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－
４
１
８
５

■
日
時　

５
月
25
日
㈰

　

９
時
30
分
～
13
時（
雨
天
実
施
）

■
場
所　

道
前
育
成
園
運
動
場

■
内
容　

手
芸
品
、
野
菜
、
花
、

ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な

ど
、
利
用
者
が
心
を
込
め
た
手
づ

く
り
の
作
品
の
販
売
、
バ
ザ
ー

コ
ー
ナ
ー
（
寿
司
、
う
ど
ん
、
お

茶
席
な
ど
）

■
問
合
せ　

道
前
育
成
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

１
９
５
９

　

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
作
品
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
に
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
作
品
展
で
す
。

■
開
催
期
間

　

６
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰

■
場
所　

前
神
寺
（
洲
之
内
）

■
問
合
せ

　

ゆ
か
い
な
仲
間
（
一
色
）　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
４
１
６

【
ふ
れ
あ
い
人
形
劇
】

■
日
時　

５
月
25
日
㈰

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

西
条
西
部
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
集
会
室

■
出
演　

ご
ん
べ
劇
団

■
演
題　

い
っ
す
ん
ぼ
う
し

4

4

4

4

■
対
象　

幼
児
・
児
童

【
ふ
れ
あ
い
交
流
落
語
会
】

■
日
時　

５
月
25
日
㈰

　
　
　
　

15
時
30
分
～
16
時
50
分

■
場
所　

西
条
西
部
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
集
会
室

■
出
演　

桂
三
若
、
桂
三
幸
、
芸

乃
虎
や
志

【
問
合
せ
】

　

西
条
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

６
０
６
１

※
各
催
し
は
入
場
無
料
で
す
が
、

整
理
券
が
必
要
で
す
。

桂　三若桂　三幸

【
開
催
日
】

　

５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

【
美
術
展
】

■
展
示
時
間

○
10
日　

10
時
～
17
時

○
11
日　

10
時
～
16
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル
・
展
示
室

■
展
示
作
品

　

生
花
、
押
し
花
、
書
道
、
木
彫

り
、
写
真
、
工
芸
、
俳
画
、
日
本

画
、
洋
画
、
水
引
、
川
柳

【
芸
能
祭
】

■
公
演
時
間

○
10
日　

12
時
50
分
～
18
時
30
分

○
11
日　

12
時
30
分
～
17
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

■
公
演
内
容

○
10
日　

日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ

○
11
日　

大
正
琴
、
三
曲
、
民
謡
、

コ
ー
ラ
ス

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課
内

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

第
37
回　

西
条
地
域

春
季
市
民
芸
術
文
化
祭

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ゆ
か
い
な
仲
間
の
作
品
展

道
前
育
成
園

ふ
れ
あ
い
即
売
会

ふ
れ
あ
い
人
形
劇

ふ
れ
あ
い
交
流
落
語
会

上方落語来る！ 長寿いきがい落語会

　『百笑百若！笑いのチカラで介護予防』をテーマに
上方落語と介護予防の手づくり演劇を上演します。

開  催  日 ５月14日(水)

開催場所 丹原公民館 … 10時開演
石根公民館 … 13時30分開演

※入場は無料ですが、整理券が必要です。整理券は、
　丹原公民館・石根公民館でお求めください。
■問合せ　市庁舎別館高齢介護課
　　　　　長寿・いきがい対策係　℡0897－52－1292

出演

桂　文鹿 笑福亭松五 芸乃虎や志
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「
こ
ど
も
の
日
」
に
親
子
で
加

茂
川
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
水

の
大
切
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
５
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
（
小
雨
決
行
）

■
場
所

　

加
茂
川
左
岸
ト
リ
ム
公
園
前

■
対
象

　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

※
網
な
ど
の
道
具
は
使
用
禁
止
で

す
。（
手
袋
は
使
用
可
）

■
問
合
せ

　

加
茂
川
漁
業
協
同
組
合

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
５
２
４

　

鞍
瀬
川
源
流
部
に
生
息
す
る
水

生
昆
虫
を
は
じ
め
と
す
る
、
生
き

物
の
観
察
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

５
月
11
日
㈰　

11
時
～
14
時

■
場
所　

丹
原
町
明
河　

鞍
瀬
川

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
愛
媛
県

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
申
込
先

　

東
予
環
境
グ
ル
ー
プ
＆
自
然
再

生
研
究
会
（
藤
原
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

※
当
日
の
集
合
場
所
・
持
ち
物
等

を
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　

５
月
11
日
㈰
ま
で

■
開
始
時
間

○
一
般
コ
ー
ス　

９
時
30
分
～
15

時
（
30
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト
）

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

　

10
時
、
13
時
（
１
日
２
回
）

■
場
所

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

■
内
容　

映
画
、工
場
見
学
、ビ
ー

ル
の
試
飲
（
１
人
３
杯
ま
で
）

■
所
要
時
間

○
一
般
コ
ー
ス　

75
分
間

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス　

90
分
間

※
試
飲
は
各
コ
ー
ス
20
分
間
。

■
申
込
先
（
予
約
制
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

　

ご
案
内
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
は
お
子
さ

ま
を
含
む
２
人
以
上
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の

代
表
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
大
会

第
11
回　

鞍
瀬
川
自
然
観
察
会

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

ビ
ー
ル
な
る
ほ
ど
！
ツ
ア
ー

総合科学博物館　ＧＷイベント

日時　５月３日(土)～５日(月)
　　　10時～16時30分
会場　エントランスホールほか
内容　誰でも自由に参加できる科学
　　工作・科学実験（スライムづく
　　り、ポンポン船づくり、大気圧
　　実験など）

日時　５月３日(土)～５日(月)
　　　10時～15時
会場　屋外展示場
内容　晴天時に天体望遠鏡で太陽の
　　プロミネンス（紅炎）、黒点の
　　観察などを行います。

問合せ　愛媛県総合科学博物館
　　　　℡0897－40－4106

日　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

３日　 8：30
５日　 9：30

６日　 9：30

11日　 9：00

ひうち球場ほか

24日　 8：30
25日　 9：00 東予運動公園野球場ほか

24日　 9：00
25日　 9：00 ひうち球場ほか

東予運動公園テニスコート

ひうち陸上競技場

16日　18：30 東予運動公園野球場

17日　18：00 ひうち陸上競技場

第３回西条市長旗争奪シニア野球大会

四国・九州アイランドリーグ公式戦
愛媛ＶＳ香川

西条市体育協会杯ソフトテニス大会

第63回東予陸上競技選手権大会

西条ひうち長距離記録会

18日　10：30 瓶ヶ森林道（瓶ヶ森駐車場
～土小屋第２駐車場）石鎚山系元気ウォーキング大会

第３回西条市スポーツ少年団本部長旗
軟式野球大会

第63回国民体育大会軟式野球競技一般
愛媛県予選会

■定員　1,000人（定員を超えた場合は抽選となります）
■申込方法　次のいずれかの方法でお申し込みいただけます。
①往復はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号（連絡先）、希望人数
　（２人まで）を記入して、申込先へ郵送してください。
②インターネットの「アサヒウェブサイト」にアクセスし、フォーム
　からお申し込みください。
　URL http://www.asahibeer.co.jp/csr/eco/seminar/index.html
■申込期限　５月16日(金)
■申込先　〒150－0042　東京都渋谷区宇田川町36－22－601
　　　　　ＣＡＮ内　アサヒビール環境文化講座係
■問合せ　アサヒビール㈱社会環境推進部　℡03－5608－5195

アサヒビール四国工場操業10周年記念

日　時　 ５月30日㈮　18時30分開演
場　所　 総合文化会館大ホール
講　師　 Ｃ.Ｗ.ニコル氏
テーマ　 「森から未来をみる」
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あ
な
た
の
大
切
な
人
・
そ
ば
に

い
る
人
を
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？　

救

命
は
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
数
分
間
に
、
応
急
手
当
を

す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　

講
習
会
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
積
極
的
に
受
講
し
て
、
適

切
な
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

５
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所

　

西
消
防
署
２
階
救
急
実
習
室

■
申
込
先

○
東
消
防
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－
０
１
１
９

■
日
時

　

６
月
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・
22
日

㈰　

９
時
～
17
時
（
計
３
回
）

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

会
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
参
加
費　

７
０
０
０
円

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

６
月
８
日
㈰

■
申
込
先

　

西
条
市
ス
キ
ー
協
会
（
青
木
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

【
よ
も
ぎ
団
子
を
作
ろ
う
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

５
月
３
日
㈯
～
６
日
㈫

　

10
時
～
11
時　

■
内
容　

よ
も
ぎ
を
採
集
し
て
団

子
を
作
り
ま
す
。

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
山
里
で
過
ご
す
一
日
】

■
日
時　

５
月
10
日
㈯　

９
時
～

15
時
（
７
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
伊
予
西

条
駅
集
合
。
雨
天
中
止
）

■
内
容　

タ
ケ
ノ
コ
掘
り

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

１
５
０
０
円

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
講
習
会

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

■日程　健康コース：７月～12月（５回）
　　　　自然コース：８月～12月（４回）
■受講時間　各コース月１回２時間程度
■内容
　健康コース：健康維持と気功、リラックスと気功、病
　　　　　　　気の予防と気功、身体の健康とウォーキ
　　　　　　　ング、心の健康とウォーキング
　自然コース：観葉植物の寄せ植え、キッチンハーブの
　　　　　　　楽しみ方、西条市の自然観察（大保木）、
　　　　　　　正月用寄せ植え盆栽
■対象者・定員　一般・各コース40人程度

■日程・受講時間（各コース６回）
　Ａコース：６月開講　毎週日曜日　10時～12時
　Ｂコース：７月開講　毎週水・木曜日　19時～21時
■内容　Ａコース：文書作成　　Ｂコース：表計算
■対象者・定員　一般・各コース14人

■日程・受講時間
　６月開講　毎月第２土曜日　９時～12時
■内容　クレパスや折り紙で動物や乗り物などを描き、
　　　子どもの豊かな感性と表現力を養います。
■対象者・定員　６歳～小学４年生・30人

■日程・受講時間
　６月開講　毎月第４土曜日　10時～12時
■内容　自分が感じたこと感じたままの気持ちを、絵と
　　　短い言葉で表現し、伝える楽しさを学びます。
■対象者・定員　一般・15人

　各公民館に設置してある中央公民館講座の案内チ
ラシに申込書が付いていますので、必要事項を記入
して、中央公民館に提出してください。
　各講座とも定員を超えた場合は抽選となります。
※受講料は無料ですが、講座によっては学習教材代
　などの実費が必要な場合があります。
■申込期間　５月１日(木)～25日(日)
■問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

■日程・受講時間
　６月開講　毎月第１・３水曜日
　Ａクラス：10時～　　Ｂクラス：13時30分～
■内容　国際化時代を迎え、国際感覚を高めるため、外
　　　国人講師による生きた英会話を学習します。
■対象者・定員　一般・各クラス20人程度

申込期間：５月１日(木)～25日(日)

▼ 遊学講座

▼ 子ども美術講座

▼ 初級パソコン教室

▼ 英会話講座

▼ 初心者絵手紙講座

▼ 中央公民館講座の申込方法 ▼
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地
球
サ
イ
ズ
の
友
情
を
築
き
上

げ
て
き
た
松
下
文
治
氏
を
代
表
講

師
に
迎
え
、
英
会
話
や
マ
ナ
ー
を

学
習
し
ま
す
。

■
講
習
期
間
・
時
間

　

６
月
～
平
成
21
年
３
月（
20
回
）

　

17
時
30
分
～
18
時
15
分

　

18
時
25
分
～
19
時
15
分

■
場
所　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資

料
館
、
丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

小
学
生
～
高
校
生
（
学

年
で
５
ク
ラ
ス
に
編
成
し
ま
す
）

■
受
講
料　

年
額
１
万
円

■
申
込
期
限　

５
月
22
日
㈭

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
先

　

丹
原
総
合
支
所
内　

市
教
育
委

員
会
丹
原
分
室　

社
会
教
育
係

　

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
興
味

の
あ
る
方
、
子
育
て
や
人
間
関
係

に
不
安
の
あ
る
方
に
役
立
つ
、
初

級
コ
ー
ス
の
講
座
で
す
。

■
日
時
（
計
４
回
）

　

６
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　

７
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

土
曜
日
は
13
時
～
17
時

　

日
曜
日
は
９
時
～
17
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

え
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
代
表　

南
修
治
氏

■
定
員　

45
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
５
月
30
日
㈮

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

人
権
教
育
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

○
各
総
合
支
所
内　

市
教
育
委
員

会
各
分
室

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

５
月
17
日
㈯
・
24
日
㈯

　

申
込
期
限　

５
月
７
日
㈬
13
時

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

６
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　

申
込
期
限　

５
月
23
日
㈮
13
時

■
経
営
・
管
理
研
修

○
新
任
管
理
監
督
者
研
修

　

５
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯
、
６
月

13
日
㈮

　

申
込
期
限　

５
月
14
日
㈬
13
時

■
専
門
技
術
研
修

○
Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
実
務
実
践
編

　

６
月
11
日
㈬
～
13
日
㈮

　

申
込
期
限　

６
月
４
日
㈬
13
時

■
受
講
時
間　

９
時
～
16
時

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

市
役
所
の

代
表
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

国
際
社
会
を
考
え
る
講
座

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

●日時　５月27日(火)　９時30分～13時
●内容　「ねりきり」「ようかん」など、初夏の和菓子を４
　　　種類作ります。
●講師　アオヤギ菓舗　寺町辰昌氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,200円　　 　　●申込期限　５月20日(火)

●日時　５月31日(土)　10時～13時30分
●内容　ワインやビールに合うパンを、生地作りから挑戦し
　　　ていただきます。
●講師　ＪＨＢＳ講師　佐藤郷子氏・安藤千明氏
●定員　男性16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,200円　　　　 ●申込期限　５月23日(金)　

　愛媛と西条の特産品・食材の即売、全国のおいしいお取り
寄せ商品の販売など、楽しく・おいしいイベントが盛りだく
さん。愛あるブランド産品に認定されている「ひおうぎがい
の浜焼き」も愛南町から出店されます。
■日時　５月18日(日)　10時～16時　　■場所　丹原文化会館

日時　５月17日(土)、６月14日(土)、７月5日(土)、８月30日(土)、９月27日(土)
　　　10月25日(土)、12月13日(土)　14時～16時
場所　西条農業高等学校
内容　焼き菓子の製造、盆景の製作、野菜の栽培、パソコンでの年賀状
　　　作り、木工、フェルトで小物作り、お餅つき
定員　25人（先着順）　　受講料　2,500円　　申込期限　５月13日(火)
申込先　西条農業高等学校（松尾）　℡0897－56－3611

　西条農業高等学校では毎月第１土曜日に
千町の棚田で稲や草花を栽培し、棚田復活
に取り組んでいます。皆さんも参加して、
ふるさとの原風景の保存、食生活のあり様
について考えてみませんか。
定員　25人　　申込期限・申込先　同左

ふるさと原風景 棚田再生活動
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西
条
市
を
訪
問
す
る
外
国
人
や

西
条
市
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の

た
め
に
、
通
訳
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
協
力
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
国
際
交
流
係
か
ら

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
の
方
で
、
国
際
交
流

や
在
日
外
国
人
支
援
に
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解

と
意
欲
の
あ
る
方
。

■
応
募
先

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　

ア
ト
リ
エ
し
ま
な
み
で
は
、
郷

土
の
誇
れ
る
農
作
物
や
風
景
、
絵

手
紙
な
ど
自
由
な
題
材
で
、
は
が

き
サ
イ
ズ
に
描
い
た
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
６

月
15
日
㈰
～
28
日
㈯
の
間
、
中
央

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
者　

小
学
生
～
高
校
生

■
応
募
期
限　

５
月
31
日
㈯

■
問
合
せ　

ア
ト
リ
エ
し
ま
な
み

事
務
局
（
近
藤
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

５
１
４
２

－

５
５
６
３

　

毎
年
５
月
１
日
～
31
日
の
期
間

で
、
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
が
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
豪
雨
災
害
、
火
災

な
ど
の
被
災
者
へ
の
援
助
物
資
や

見
舞
金
の
支
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

外
国
語
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

第
８
回
小
さ
な
作
品
展

作
品
募
集

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
（
赤
十

字
募
金
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国家公務員　中途採用者選考試験
行政（一）１級の係員等を採用するための試験

人事院および各府省では、次のとおり国家公務員中途採用者選考試験（再チャレンジ試験）を実施します。

■受験資格　昭和43年４月２日～昭和54年４月１日生まれの方
■採用予定数　全区分合計で150人程度
■採用予定日　採用はおおむね平成21年４月１日になります。
■試験の実施予定日
○試験日程Ａ　第１次選考：平成20年９月７日㈰
　　　　　　　第２次選考：平成20年11月上旬から
○試験日程Ｂ　第１次選考：平成20年９月７日㈰
　　　　　　　第２次選考：平成20年10月中下旬

行政事務

試験の区分 仕事の種類

皇宮護衛官

林業

土木

機械

税務

入国警備官

▼試験の区分等　※申し込むことができる「試験の区分」は一つに限ります。

▼受験案内等の請求方法

日程

国の官署における一般の行政事務

税務署などにおける国税の賦課・徴収等の事務

地方運輸局などにおける自動車の検査、整備事業の発達、改善等の技術的業務

地方整備局などにおける河川、道路、公園などの調査・計画・施業・管理等の技術的業務

森林管理局などにおける森林の保護・管理、造林等の森林施業等の技術的業務

天皇皇后両陛下・皇族各殿下の護衛業務と皇居・御所等の警備業務

刑務所、拘置所などにおける被収容者に対する日常生活の指導、職業訓練指導、悩み事に
対する指導および保安警備等の業務（刑務Ｂの場合は、主として女子収容施設に配置）

入国者収容所および各地方入国管理局などにおける不法残留者の摘発、被収容者の処遇、
送還等の業務

刑務官 刑務Ａ（男子）
刑務Ｂ（女子）

試
験
日
程
Ｂ

試
験
日
程
Ａ

　「再チャレンジ請求」と朱書きした封筒に、返信
用封筒（140円の切手を貼り付け、あて先を明記し
た角形２号・Ａ４判の封筒）を同封の上、人事院四
国事務局へ送付してください。
※受験案内・申込用紙の配布は５月中旬を予定していますの
　で、請求は５月中旬以降に行ってください。

問合せ　人事院四国事務局　〒760－0068　高松市松島町１－17－33　℡087－831－4765
　　　　再チャレンジ試験に関する詳細情報は、人事院ホームページ（http://www.jinji.go.jp/）で順次掲載していきます。
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５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）
開館時間：10時～21時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

「こどもの日」無料開放　
　５月５日㈪　10時～21時　対象：小・中学生
市内小・中学生無料開放日
　５月３日㈯・10日㈯　10時～12時
無料平泳ぎ教室　５月24日㈯　10時30分～11時
　対象：市内小・中学生　　　　

５月の休館日：毎週月曜日、３日㈯、６日㈫
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

趣味の手芸展　５月17日㈯～６月５日㈭
　パッチワーク、創作アップリケ、フラ
ワーボトルなどの作品を展示します。今
回の展示にはエコクラフト倶楽部の皆さ
んが初参加します。
俳句・俳画展　５月11日㈰まで
　先月に引き続き、市内一円の俳画愛好家の作品を展示し
ています。

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199
所蔵品展　５月２日㈮～31日㈯

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、７日㈬～９日㈮、
　　　　　　　13日㈫
開館時間：９時～16時30分

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、７日㈬～９日㈮、
　　　　　　　13日㈫
開館時間：９時～17時

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110
阿部眞士　作陶展
　５月21日㈬～25日㈰　※最終日は15時まで
　西条出身の国画会会員である阿部祐工さんの息子、眞士
さんが生活磁器を展示・販売します。
館蔵品展　
　館蔵品の焼物、木工、染織りなどを展示しています。

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797
牛馬塚・首塚・千人塚・経塚展
　５月18日㈰まで
　旧東予・周桑の牛馬塚、首塚などを紹介します。
手漉き和紙教室作品展　５月24日㈯～７月６日㈰
　染め紙、和紙人形、俳画、ちぎり絵などを展示します。
一閑張り作り受講生募集
　６月３日㈫・10日㈫の２日間
　特産の手すき和紙を用いて、柿渋を
塗って作ります。
　定員：16人（先着順）　費用：材料費300円程度
　申込期限：５月25日㈰まで

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、７日㈬～９日㈮、
　　　　　　　13日㈫
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

　母子生活支援施設「くるみ荘」「すみれ荘」では、母子の早期
自立を図るために、家庭の状況に応じた就労、家庭生活や児童の
養育についての相談・助言など、総合的な支援を行っています。
■入所の対象者
　18歳未満の子どもを養育している配偶者のいない女性、または
これに準ずる事情のある女性で、生活上のさまざまな問題のため
に児童を充分に養育できないため、母子共に入所を希望する方。
■問合せ
○市庁舎別館女性児童福祉課　子育て支援係　℡0897－52－1337
○くるみ荘　℡0897－56－3661
○すみれ荘　℡0898－64－2731

 所在地：大町68－６
 居　室：６畳２間、台所、トイ
 　　　　レ、ユニットバス等
 定　員：７世帯

※各施設共に収入に応じた負担金を徴収します。また、各居室の光熱
　水費は自己負担です。

 所在地：北条230－２
 居　室：６畳、４畳半、台所、
 　　　　トイレ、バルコニー等
 定　員：20世帯

毎週木曜日・19時まで（祝日・年末年始を除く）

　市庁舎本館市民課と各総合支所市民生活課では、毎週木曜日に次の窓口業務を延長して
行っています。なお、下記以外の窓口業務は、通常どおり17時15分までです。

印鑑登録、戸籍謄本・戸籍抄本・住民票・印鑑証明書の交付。
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行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115
プラネタリウム情報
冬春番組「アラビアンナイト～王様と月の石～」
投影開始時間（10分前にはお越しください）
〇火～土曜日：13時30分、15時
〇日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。
春季読書マラソン　５月17日㈯まで
　期間中（４月18日～５月17日）に読んだ本の名前を、記
録表に記入して、本を42冊（21冊）読み終えると記念品を
贈呈します。用紙の提出期限は５月25日㈰です。
五月人形展　５月11日㈰まで　場所：３階特別展示室
のみの市開催　５月２日㈮～11日㈰
　ご家庭に不用品（贈答品・日用品・タオル等）があれば
ご提供ください。

こどもの国　５月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686
木工創作教室　５月10日㈯・24日㈯　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
水彩画・油絵教室　５月３日㈯・17日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
中高年ピアノ教室　５月14日㈯・28日㈯　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
同美会展　５月１日㈭～29日㈭
　油画を展示します。

５月の休館日：石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
　　　　　　　椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

郷土館ちぎり絵教室作品展
　５月２日㈮～30日㈮　場所：椿交流館
　市内在住の渡辺美知枝さんと生徒さんが
作った風景・花などのちぎり絵を展示しま
す。和紙の温もりに触れてみてください。
コリークラブ愛媛支部展覧会
　５月18日㈰　10時～15時　場所：イベント広場
　県内外からコリー犬とシェルティー犬が集まり、品評会
をします。

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419
野鳥写真展　～カメラで観た自然に生きる鳥たち～
　５月２日㈮～30日㈮
　市内在住の小倉碣士さん（日本野鳥の会
会員）による野鳥写真展です。
九州地方の石展
　５月２日㈮～30日㈮
　故黒田武恒氏寄贈による熊本県・大分県の鑑賞石を展示。
考古学講座　５月18日㈰　13時～15時
　テーマ：遺跡・遺物の見つけ方　　対象：小学生以上
　講師：㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　岡田敏彦氏

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、７日㈬～９日㈮、
　　　　　　　13日㈫
開館時間：９時～17時

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、７日㈬～９日㈮、
　　　　　　　13日㈫
開館時間：９時～22時

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、７日㈬～９日㈮、
　　　　　　　13日㈫
開館時間：８時30分～17時

絵画教室 ３日・17日
10：00～12：00

小学２～６年生
定員：10人

小・中学生　定員：20人
材料費：30～400円

11日
13：30～16：30

４日・18日
13：30～16：30木彫教室

五色百人一首で遊ぼう

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律をしよう

小学生将棋大会

６日・31日
13：30～15：30

５日
13：30～15：30

５日
13：30～16：30

10日
９：00～16：00

小学生　定員：24人

小学生　定員：30人
簡単な子ども向け百人一首

おもしろ工作
大きなカブトを折ろう！

小学生以上　定員：15人
材料費：400円

親子木工教室

24日
10：00～12：00

24日
13：30～16：30

楽しい電子工作
電子草ぶえを作ろう!!

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小・中学生　定員：16人
幼児は保護者同伴
材料費：250円　必要な物：エプロン

11日
13：30～14：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

毎週土曜日
11：00～11：30

小学４～６年生
定員：10人将棋教室 24日

13：30～15：00

染め物教室

５歳児～小学６年生
定員：20人
幼児は保護者同伴

囲碁教室

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
（３日・４日除く）
14：00～14：30

必要な物：自分の写真
費用：１個100円バッジを作ろう！ 11日まで開催中

8：30～17：00

七宝焼教室 25日
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人地球探検　龍河洞見学
（高知県香美市土佐山田町）

31日
13：30～15：00

小学４年生以上　定員：30人
必要な物：お弁当、水筒
参加費：観覧料、高速代

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

小・中学生　参加自由
幼児は保護者同伴

３日
13：30～16：30だんじりをかつごう！ イラスト教室 小学３年～中学生

定員：10人
17日
13：30～15：30
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５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、３日㈯、
　　　　　　　４日㈰、６日㈫
開館時間：８時30分～17時

■５月11日・25日（日曜日）
若葉町みんなの広場　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：50～11：30
田野公民館　　　　　14：00～14：40
佐伯記念館　　　　　15：00～15：50

■５月６日・20日（火曜日）
加茂公民館　　　　　10：00～10：30
伊曽乃神社鳥居前　　10：50～11：30
中川公民館　　　　　14：00～14：50
氷見公民館　　　　　15：30～16：20

■５月13日・27日（火曜日）
玉津団地集会所　　　10：00～10：30
大谷西　　　　　　　10：40～11：20
港新地集会所　　　　13：30～14：00
生涯学習の館　　　　14：30～15：10
玉津小学校　　　　　15：20～16：20

■５月７日・21日（水曜日）
千野々バス停前　　　10：00～10：30
舟形バス停横　　　　11：00～11：30
新御堂児童公園　　　13：30～14：00
野々市集会所　　　　14：10～14：40
橘公民館　　　　　　14：50～15：20
神戸公民館　　　　　15：40～16：30

■５月14日・28日（水曜日）
船屋集会所　　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　11：00～11：30
飯岡公民館　　　　　13：30～14：30
西福寺入口　　　　　14：50～15：20
ＪＡ西条玉津支所　　15：40～16：10

■５月３日・17日・31日（土曜日）
飯岡西原集会所　　　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
オレンジハイツグラウンド　13：30～14：20
大町公民館　　　　　14：40～15：30

■５月10日・24日（土曜日）
小松農村環境改善センター　10：00～10：40
氷見西町集会所　　　11：00～11：30
旧西田郵便局横　　　13：30～14：10
禎瑞中組　　　　　　14：30～15：00
八幡集会所　　　　　15：20～15：50

■５月４日・18日（日曜日）
兎之山集会所　　　　10：00～10：30
ＪＡ西条神戸低温倉庫　11：00～11：30
ＪＡ周桑徳田支所　　14：00～14：40
ＪＡ周桑光下田出張所　15：00～15：40

※カワセミ号をご利用いただくには、西条図書館の「利用カード」が必要です。

▼５月の移動図書館車「カワセミ号」巡回コース▼

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■ジャンボお絵かき大会
　５月５日㈪　14時～15時
■英語おはなし広場
　５月８日㈭・22日㈭　11時～11時20分
　対象：小学生　定員：15人
■ゲーム遊び
　５月10日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人
■リトミックタイム（申込必要・電話申込不可）
　５月14日㈬　10時～10時30分
　対象：２歳～就学前の幼児と保護者　定員：15組
　※５月～７月の月１回で計３回のコースです。

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■簡単工作教室「こいのぼり作り」（申込必要）
　５月５日㈪　10時～11時
　対象：幼児、小学生
■こども映画会
　「それいけ！アンパンマン　ルビーの願い」
　５月５日㈪　13時30分～14時30分
■親子ふれあいバス遠足（申込必要）
　５月17日㈯　９時～16時（予定）　※雨天決行
　行き先：砥部焼陶芸館（絵付け体験）
　　　　　えひめこどもの城
　対象：幼児・小学生親子　定員：40人

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■ゲーム大会
　５月７日㈬　15時30分～16時30分　
　対象：小学生
■茶道クラブ
　５月10日㈯　10時～12時　
　対象：幼児、小学生
■リズム教室
　５月17日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児～小学３年生

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■おたのしみ会
　５月５日㈪　14時～16時　
　ゲーム、おもちゃ作り
■児童館まつり
　５月18日㈰　10時30分～14時　
　おもちゃ作り（材料費必要）、くじびき（有料）、
バザー（前売り券の購入が必要）、シャボン玉遊びや
ＶＹＳコーナーなど盛りだくさんです。
■リズム教室
　５月31日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児～小学３年生

定員

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

小松の江戸時代　５月６日㈫まで
　「小松藩会所日記」を中心とした館
蔵品や小松地区の指定文化財関係資料
を展示しています。５月25日㈰からは
「新・収蔵資料展と資料保存」をテー
マに、新たな展示を行う予定です。

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、１日㈭、７日㈬～９日
　　　　　　　㈮、13日㈫、31日㈯
開館時間：９時30分～17時30分

５月の休館日：毎週月曜日（５日開館）、１日㈭、７日㈬～９日
　　　　　　　㈮、13日㈫、31日㈯
開館時間：９時30分～19時

逝年
石田衣良／著

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　 ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

20歳の夏から１
年。娼夫のリョ
ウは、仲間の咲
良、アズマとボ
ーイズクラブを
再開するが…。

出版：集英社

そらのおっぱい
大畑いくの/絵　スズキコージ/作
そらの赤ちゃん
が降ってきた！
畑を耕していた
おばあさんは両
手を広げてしっ
かり受けとりま
した。
出版：農山漁村文化協会
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　最近、子どものおやつは市販のものが多いと聞
きます。昔は物が少なかったこともありますが、
ほとんどが手づくりだったようです。
　例えば、蒸しパン、焼き芋、白玉団子、餅を細
かく切って炒ったおかきなど、そんなに手間をか
けたものではない素朴なおやつが、おなかをすか
せて帰ってきた子どもたちを待っていました。
　こういった簡単なものなら、忙しいお母さんで
も作ることができそうです。おやつを通じて、手
づくりの温かさと愛情を子どもたちに伝えてほし
いと思います。
　まずは手始めに、西条産はだか麦のかりんとう
をつくってみませんか。

素朴な手づくりおやつを
　　　　つくってみましょう

作付面積：838ha・収穫量：2,430t　平成17年愛媛農林水産統計年報より

　

は
だ
か
麦
は
大
麦
の
一
種
で
、
脱
穀
す
る

と
簡
単
に
穎
（
穀
粒
を
包
ん
で
い
る
皮
）
が

と
れ
る
こ
と
か
ら
「
は
だ
か
麦
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
気
候
の
温
暖
な
西
日
本
地
域
で

栽
培
さ
れ
、
特
に
瀬
戸
内
沿
岸
で
収
穫
さ
れ

る
も
の
が
良
質
と
さ
れ
て
お
り
、
西
条
は
日

本
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

は
だ
か
麦
は
、
味
噌
用
、
主
食
用
（
押
麦

な
ど
）
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
良
質
の

麦
茶
や
は
っ
た
い
粉
（
麦
こ
が
し
）
な
ど
の

原
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も

西
条
産
は
特
に
風
味
が
良
い
と
評
判
で
す
。

　

市
内
の
精
麦
会
社
に
は
、
は
だ
か
麦
を
原

料
と
し
た
米
粒
麦
や
押
麦
、
冷
凍
麦
ご
は
ん

を
全
国
に
先
駆
け
て
開
発
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
、
「
安
全
、
安
心
、
健
康
、
美
味
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
西
条
産
は
だ
か
麦
の
製

品
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
タ
イ
国
・
バ
ン
コ
ク
市
で
開

催
し
た
「
四
国
食
品
フ
ェ
ア
」
に
お
い
て
も

西
条
産
の
は
だ
か
麦
を
使
っ
た
麦
味
噌
を
出

品
し
、
タ
イ
の
皆

さ
ん
に
も
好
評
を

博
し
、
多
く
の
方

が
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
。

大盛況だったタイ国での「四国食品フェア」

え
い

　麦には、白米と比較してカリウム、鉄、カルシウムが多く、食物
繊維はなんと約20倍も含まれています。また、日本人には不足しが
ちな食物繊維の水溶性、不溶性のものがバランスよく含まれ、健康
な体づくりと満腹感が味わえます。

次回の食材は 梅 です。　問合せ：市庁舎本館産業振興課　ふるさと産品係　℡0897－52－1490

はだか麦粉 ‥‥‥‥‥‥‥ 250ｇ　　砂糖Ａ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ３
ベーキングパウダー ‥ 小さじ1/2　　塩 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々
バター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15ｇ　　サラダオイル ‥‥‥‥‥‥‥ 適量
卵 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３個　　砂糖Ｂ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 200ｇ
黒ゴマ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ３　　水 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50cc

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 152kcal　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥ 3.7ｇ
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.0ｇ　　食物繊維 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.9ｇ
塩分 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.07ｇ

素材・分量（約12人分）

栄養価（１人分当たり）

はだか麦の
　　　かりんとう
はだか麦の
　　　かりんとう

①　はだか麦粉とベーキングパウダーを合わせて、よくふ
　るっておく。
②　バターを湯せんにかけて溶かしておく。
③　ボールに卵を入れ、ゴマ、砂糖Ａ、塩を加えて混ぜる。
④　③に②を入れてよく混ぜてから、①を２～３回に分け
　て加える。
⑤　④を耳たぶぐらいの硬さになるまでこねたあと、打ち
　粉をした台の上に５㎜の厚さにのばし、幅５㎜・長さ５
　cm程度に切る。
⑥　⑤を170℃の油に入れ、少しキツネ色になるまで揚げ
　る。
⑦　厚手の平鍋に水と砂糖Ｂを入れてから弱火にかけ、砂
　糖を溶かし煮詰める。
⑧　⑦の火を消し、⑥を入れて全体に砂糖を絡めて完成。

　農家女性を中心に、健全で住
みよい農村環境づくりをめざし
て活動しています。西条支部で
は、地域行事に参加してお米料
理の無料配布を行ったり、はだ
か麦のかりんとうをＰＲしたり
するなど食文化の伝承や地産地
消の推進に取り組んでいます。

西条市生活研究
協議会西条支部
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■
永
年
勤
続
功
労
章

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
公
一
（
分
団
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

曽
我
部
浩
二
（
分
団
長
）

■
団
体
表
彰　
　

西
条
市
消
防
団

■
功
労
章

【
消
防
本
部
】　
　

香
川　

博
（
消
防
司
令
）

【
加
茂
分
団
】　
　

髙
橋
直
喜
（
分
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

中
野
初
雄
（
副
分
団
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

平
塚
昌
郁
（
分
団
長
）

【
吉
岡
分
団
】　
　

大
澤
晴
政
（
分
団
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

越
智
新
悟
（
分
団
長
）　

【
橘
分
団
】　
　
　

石
井
政
行
（
副
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

豊
田
祐
司
（
副
分
団
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

髙
橋
芳
和
（
副
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

定
成
清
則
（
部
長
）

【
桜
樹
分
団
】　
　

渡
部
英
泰
（
部
長
）

■
功
績
章

【
団
本
部
】　
　
　

鈴
鹿
秀
夫
（
副
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

一
栁
良
雄
（
分
団
長
）

■
精
績
章

【
大
町
分
団
】　
　

木
藤　

清
（
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

宮
竹
孝
敏
（
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

青
野
健
二
（
分
団
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

曽
我
部
浩
二
（
分
団
長
）

■
勤
続
章

【
壬
生
川
分
団
】　

藤
原
宏
一
郎
（
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

井
上
一
夫
（
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

松
木
康
祐
（
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

森
賀
克
彦
（
副
分
団
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

川
原
龍
仁
（
副
分
団
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

白
石
孝
久
（
副
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

定
成
清
則
（
部
長
）

【
桜
樹
分
団
】　
　

渡
部
英
泰
（
部
長
）

■
規
律
章

【
玉
津
分
団
】　
　

越
智　

修
（
班
長
）

【
吉
岡
分
団
】　
　

黒
光
俊
秀
（
班
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

眞
鍋
道
輝

【
壬
生
川
分
団
】　

渡
部
武
久

【
徳
田
分
団
】　
　

篠
原
隆
敏

【
中
川
分
団
】　
　

佐
伯
泰
雄

【
石
根
分
団
】　
　

並
木　

勝

■
功
績
章

【
吉
井
分
団
】　
　

木
村
貞
喜
（
分
団
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

白
石
孝
久
（
副
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

森
賀
克
彦
（
副
分
団
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

川
原
龍
仁
（
副
分
団
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

一
色　

隆
（
副
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】　
　

宇
野
富
久
（
部
長
）

■
勤
続
章

【
周
布
分
団
】　
　

宇
佐
美
禎
夫（
副
分
団
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

兵
頭
克
彦
（
部
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

大
本　

諭
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

武
田
祥
和

【
神
拝
分
団
】　
　

石
川
輝
夫
（
班
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

丹　

忠
康
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

徳
永
良
久
（
班
長
）

【
神
戸
分
団
】　
　

髙
橋
雅
顕
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
木
弘
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

武　

比
呂
志

【
国
安
分
団
】　
　

藤
田
恒
久
（
班
長
）

【
楠
河
分
団
】　
　

川
又
聖
吾
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
城　

勉

【
庄
内
分
団
】　
　

栁
瀨
文
也
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

木
原
和
昭
・
山
本
忠
彦

【
田
野
分
団
】　
　

安
倍
聖
生
（
班
長
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

去
る
３
月
16
日
、
加
茂
川
河
川
敷
で
消
防
観
閲
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
市
長
や
来
賓
者
が
見
守
る
中
、
消
防
団
員
に
よ
る
規
律
の
と
れ
た
分
列

行
進
や
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
２
０
１
名
・
１
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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【
中
川
分
団
】　
　

佐
伯　

勉
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

菅　

康
幸
（
班
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

小
山　

正

【
氷
見
分
団
】　
　

佐
伯
拓
雄
・
藤
本
龍
美

【
多
賀
分
団
】　
　

藤
岡　

務

【
丹
原
分
団
】　
　

佐
伯
寛
典
・
伊
藤
秀
孝

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
公
一

【
徳
田
分
団
】　
　

黒
光
和
美
・
越
智
琢
実

【
小
松
分
団
】　
　

田
村
聡
佐
・
日
野
恭
介

【
石
根
分
団
】　
　

中
川
憲
之
・
越
智
浩
喜

■
感
謝
状
（
内
助
の
功
労
）

【
壬
生
川
分
団
】　

藤
原
宏
一
郎
夫
人

　
　
　
　
　
　
　

藤
原
初
穂

■
勤
続
10
年

【
丹
原
分
団
】　
　

西
村
友
規
（
班
長
）

【
東
支
団
本
部
】　

宮
崎
倫
一
（
部
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

武
田
圭
史
（
班
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

戸
田　

基
（
班
長
）　
　

【
三
芳
分
団
】　
　

茎
田
光
義
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
素
史

【
庄
内
分
団
】　
　

山
内
俊
彦
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

山
内
敏
夫

【
玉
津
分
団
】　
　

三
浦
幸
三

【
飯
岡
分
団
】　
　

藤
田
憲
正

【
橘
分
団
】　
　
　

池
下　

淳

【
吉
井
分
団
】　
　

渡
邊
康
俊

【
周
布
分
団
】　
　

伊
藤
直
之

【
多
賀
分
団
】　
　

西
山
勝
男

【
壬
生
川
分
団
】　

渡
部
武
久

【
国
安
分
団
】　
　

西
尾
暢
之

【
吉
岡
分
団
】　
　

村
上
利
行
・
大
沢
洋
介

【
楠
河
分
団
】　
　

松
木
秀
司

【
徳
田
分
団
】　
　

河
野
勝
行

【
田
野
分
団
】　
　

渡
部　

泰

【
中
川
分
団
】　
　

松
木
孝
造

【
小
松
分
団
】　
　

十
亀
明
伸

【
石
根
分
団
】　
　

渡
部　

功
・
工
藤
一
孝

■
勤
続
５
年

【
東
支
団
本
部
】　

高
橋
憲
司
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

忍

【
国
安
分
団
】　
　

田
中
三
千
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

川
又
浩
史
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

越
智
孝
敏
・
越
智
直
幸

　
　
　
　
　
　
　

越
智
久
人
・
在
間
英
二

　
　
　
　
　
　
　

桧
垣
貴
洋
・
田
口
剛
洋

　
　
　
　
　
　
　

井
爪
雅
之
・
秋
川
浩
人

　
　
　
　
　
　
　

馬
越
英
敏
・
松
木
孝
則

　
　
　
　
　
　
　

一
色
健
二
・
膳　

俊
幸

　
　
　
　
　
　
　

山
内
孝
博
・
佐
々
木
清
隆

【
大
町
分
団
】　
　

工
藤
秀
之
・
伊
藤
好
彦

【
玉
津
分
団
】　
　

矢
野
哲
也
・
徳
永
高
之

　
　
　
　
　
　
　

坪
井
拓
郎

【
飯
岡
分
団
】　
　

矢
野
裕
一
・
藤
田
昭
二

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
孝
二
・
村
上
由
臣

　
　
　
　
　
　
　

本
間
省
治

【
神
戸
分
団
】　
　

久
門
一
也

【
橘
分
団
】　
　
　

丹　

豪
・
佐
伯
益
生

【
禎
瑞
分
団
】　
　

石
川
雅
司
郎
・
髙
木
秀
明

　
　
　
　
　
　
　

篠
原
一
男
・
小
林
康
人

　
　
　
　
　
　
　

美
濃
信
一

【
氷
見
分
団
】　
　

髙
橋
保
視
・
真
鍋
朋
治

【
吉
井
分
団
】　
　

武
田
健
一
・
久
米
博
司

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
浩
太
郎

【
周
布
分
団
】　
　

佐
伯
博
隆
・
首
藤
敬
司

　
　
　
　
　
　
　

大
岩　

勇
・
近
藤
貴
彦

　
　
　
　
　
　
　

越
智
哲
也

【
多
賀
分
団
】　
　

岡
田
英
樹
・
中
村
早
希

　
　
　
　
　
　
　

星
野
信
長

【
壬
生
川
分
団
】　

古
田
博
昭
・
石
原
真
武

　
　
　
　
　
　
　

武
方
友
和

【
楠
河
分
団
】　
　

岩
城
浩
平
・
松
木　

基

　
　
　
　
　
　
　

森
川
恵
一

【
庄
内
分
団
】　
　

川
又　

哲
・
早
野
慶
介

　
　
　
　
　
　
　

山
内
英
治
・
鎌
田　

勇

　
　
　
　
　
　
　

松
木
佳
彦
・
黒
瀬
宜
文

【
丹
原
分
団
】　
　

長
井　

弘
・
十
亀
文
一

　
　
　
　
　
　
　

高
木
清
行
・
玉
井
芳
樹

　
　
　
　
　
　
　

永
井
保
志
・
今
井
洋
平

　
　
　
　
　
　
　

月
原
光
国
・
目
見
田
光
晴

　
　
　
　
　
　
　

青
野
正
巳

【
徳
田
分
団
】　
　

佐
伯
雄
一
・
宮
原
直
則

　
　
　
　
　
　
　

十
亀
敏
一

【
田
野
分
団
】　
　

平
塚
政
利
・
永
井
雅
文

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
義
博
・
玉
井
治
行

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
英
樹
・
田
中
信
幸

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
正
博
・
佐
伯
隆
俊

　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
幸
見
・
佐
伯
克
壽

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
孝
徳

【
中
川
分
団
】　
　

安
藤
博
信
・
吉
木
和
夫

　
　
　
　
　
　
　

越
智
鋭
尚
・
永
井　

宏

　
　
　
　
　
　
　

越
智
秀
樹
・
黒
川
共
男

【
桜
樹
分
団
】　
　

河
野　

斉
・
曽
我
部　

実

【
小
松
分
団
】　
　

石
丸　

洋
・
難
波
江　

武

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
宏
明
・
佐
薙
誠
二

　
　
　
　
　
　
　

今
井　

保
・
戸
田　

誠

【
石
根
分
団
】　
　

成
松
忠
義
・
菅　

俊
光

　
　
　
　
　
　
　

大
田
勝
信

■
感
謝
状
（
消
防
施
設
設
置
協
力
者
）

【
玉
津
地
区
】　
　

三
浦
朝
一

【
飯
岡
地
区
】　
　

白
石
敬
子

西
条
市
長
表
彰
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　「四国鉄道文化館」の
入館者（累計）がオープ
ン129日目の４月２日に５
万人を達成しました。オ
ープン以来予想を上回る
好調なペースが継続して
います。
　５万人目の入館者は、
兵庫県宝塚市の小学校４
年生、正岡直起さんで、
お兄さんと今治市に住む
祖父母の計４人で来館。
直起さんは「突然のこと
で、びっくりした。新幹
線も機関車も格好よく、
鉄道に興味が出てきた。
春休みのいい思い出にな
った」とうれしそうに感
想を述べていました。

　西条市の商店街関係者などで構成されている「『千の風になっ
て』のまちづくり実行委員会」が主催するコンサート「古希を歌
う 秋川暢宏テノールコンサートwith小島さやか」が総合文化会館
で開催されました。
　西条市出身のテノール歌手・秋川雅史さんが歌う「千の風にな
って」をテーマにした西条流まちおこし運動の第2弾で、今回は秋
川雅史さんの父親で声楽家の秋川暢宏さんが、ピアニスト小島さ
やかさんを伴奏に迎え、自らの古希を記念したコンサートを開き
ました。当日は、雅史さんも出演され、来場者の皆さんは二人の
素晴らしい歌声に感動していました。　　　　　　　　　　　　
　　　　写真提供：『千の風になって』のまちづくり実行委員会

　平成21年６月のオー
プンをめざし、工事が
始まる新図書館の工事
の安全祈願祭が大町の
建設予定地で開催され
ました。
　新図書館は、蔵書40
万冊、自動貸し出しシ
ステムなどの最新設備
を導入。広々とした閲
覧スペースでゆっくり
と読書を楽しめる滞在
型図書館として、今か
ら開館が楽しみです。

　「円山森林公園に千の
桜の森を」をテーマに、
西条市出身のソプラノ歌
手・今久保宏美さんのコ
ンサートが西条ロータリ
ークラブの主催で開かれ
ました。今久保さんのす
てきな歌声やトークに、
会場の皆さんは時間の経
つのも忘れ聞き入ってい
ました。コンサートの収
益金はすべて、5月に予
定されている円山森林公
園での桜の記念植樹に充
てられるそうです。

▲ 

御
輿
も
お
祝
い
に
来
館

▲ 

新
築
落
成
記
念
「
文
化
祭
」

　丹原公民館建設委員会主催による
丹原公民館新築落成記念式典が挙行
され、お祝いに餅まきをしたり、御
輿が来館したりするなど、祝賀ムー
ドいっぱいの一日となりました。
 新築落成記念の丹原地区文化祭に
も多くの皆さんが訪れ、芸能発表や
作品展示などを楽しんでいました。
　丹原地区における生涯学習や地域
コミュニティの場として、さらには
人づくり・地域づくりの拠点として
大いに活用されることを期待してい
ます。
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　平成10年度から工事着手さ
れている「一般国道11号　小
松バイパス」の一部区間（小
松町北川～妙口1.1㎞間）が
開通しました。
　当日は、国土交通省や地元
関係者約80人が出席し、完成
を祝いました。
　この完成によって、全長
7.5㎞の小松バイパスのうち
2.0㎞が、暫定２車線で開通
しました。

　小中学生から募集した地元食
材を用いた料理・お菓子のレシ
ピを審査する2008春休みチャレ
ンジわんぱく西条プロジェクト
「地元食材を使った料理・お菓
子コンテスト」決勝大会((社)西
条青年会議所主催）が食の創造
館で行われました。
　地元食材の良さを認識してい
る子どもたちが作る料理やお菓
子は、どれも甲乙付けがたく審
査員を悩ませていました。

▲ 

楽
し
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
サ
ッ
カ
ー
教
室

　大自然の中で外国人と一緒に
英語づけの生活にチャレンジす
る「国際交流キャンプ “English 
in  Action"」が石鎚ふれあいの
里で行われました。
　参加者は、ちくわ作りや草木
染めなど様々な活動を通して外
国人との交流を深め、コミュニ
ケーションの楽しさや難しさな
どを学ぶとともに、今後の英語
学習への意欲を新たにし、充実
した３日間を過ごしました。

山本順三国土交通大臣
政務官を招いての式典

▲

 

開通を祝う華やかな
テープカット　当市で合宿中のＴＡＳＡＫＩペルーレの皆さんによるサッカー教室

が、ひうち陸上競技場で開催されました。
　選手の皆さんは、この教室が２年目ということもあり、終始なごや
かに生徒たちを指導していただきました。
　また、翌日には市内中学生選抜チームとの交流試合も行われ、日本
女子トップレベルとの試合は、中学生たちにとって貴重な経験となり
ました。

▲

 

真
剣
勝
負
の
交
流
試
合

　中四国のスケートボード愛好者が集まり、石鎚山ハイウェイオアシ
ス第４駐車場横のスケートボードパークで競技会がありました。
　参加者は日頃の練習の成果を発揮し、ジャンプでの難しい技などを
披露。大きな拍手と声援が飛び交っていました。

　クラレ西条事業所では、創業時に植えられた樹齢70年を超える桜の
古木などを地域の方々に楽しんでもらおうと、社会貢献活動の一環と
して「観桜会」を毎年開催しています。
　今年も多くの人が立派に咲いた桜を一目見ようと訪れ、記念撮影を
したり職員の作品展を見たりと、春のひとときを堪能していました。

　西条西部公園・西条西部体育館・小松ゴルフ場・丹原Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンターの４会場において、スポーツ体験教室実行委員会主催の小学生
わくわくチャレンジスポーツ体験教室が開催されました。
　約300名の小学生が参加し、空手道・硬式テニス・カヌーなど９種
目のスポーツを体験し、スポーツの楽しさを実感していました。

3／29～30
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■
第
33
回
西
条
西
川
柳
大
会（
西
条
西
川
柳
連
盟
主
催
）の
お
知
ら
せ

　

５
月
25
日
㈰
、
中
央
公
民
館
に
て
10
時
開
会
。
宿
題
は
、
こ
れ
か

ら
、
汗
、
親
子
、
拾
う
、
ひ
と
こ
と
、
筆
、
物
差
し
、
道
（
各
題
読

込
み
可
）
。
会
費
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
込
）
、
投
句
料
１
０
０

０
円
必
要
。
投
句
締
切
り
は
５
月
20
日
㈫
必
着
。

投
句
先
・
問
合
せ　

〒
７
９
９

－

１
３
７
１　

周
布
５
６
３

－

１
３

　

平
尾
忠
文　

℡
・
FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
３
５
９

■
さ
い
じ
ょ
う
文
芸
広
場
作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
）
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４　

市
庁
舎
本
館

　

総
務
課　

広
報
情
報
係　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４

　
俳

　
句	

	
	

尾

形

千

寿
　

選

雛ひ
な

飾
り
八や

そ

じ

十
路
の
部
屋
の
華
や
ぎ
ぬ

　
　
石
井
和
子

な
か
な
か
に
腰
の
上
が
ら
ぬ
花
疲
れ

　
　
福
田
純
子

老
い
達
の
散
歩
コ
ー
ス
や
藤
の
寺

　
　
森
本
ヤ
ヨ
イ

車
椅
子
押
さ
れ
梅
見
の
列
に
入
る

　
　
　
近
藤
義
男

春
し
ゅ
ん
で
い

泥
を
肩
ま
で
上
げ
て
下
校
の
子

　
　
塩
崎
か
る
ゑ

窓
開
け
て
厨
に
通
す
春
の
風

　
　
　
　
徳
増
ク
ニ
子

墓
石
に
辞
世
の
句
あ
り
彼
岸
寺

　
　
　
　
岡
本
春
美

躓
つ
ま
ず

き
し
畦あ

ぜ

の
く
ぼ
み
に
犬
ふ
ぐ
り
　
　
　
近
藤
一
江

　
川

　
柳	

	

　
　 

平

尾

忠

文
　

選

い
つ
の
世
も
ま
た
か
の
事
件
く
り
返
し
　
大
橋
桃
代

人
目
に
は
苦
は
な
く
見
え
て
遠
い
幸
　
　
大
谷
道
子

生
ゴ
ミ
も
一
役
光
る
柿
畑
　
　
　
　
　
　
山
内
清
和

暇
女
噂
さ
話
に
花
咲
か
せ
　
　
　
　
　
黒
河
ヨ
ネ
子

ハ
ッ
サ
ク
は
甘
く
て
に
が
い
夫
の
味
　
今
井
マ
サ
コ

自
問
自
笑
運
命
だ
よ
と
言
い
聞
か
せ
　
　
弓
山
鶴
子

よ
み
が
え
れ
森
へ
も
え
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
色
泣
太
郎

惚
け
防
止
緊
張
感
を
常
に
持
ち
　
　
　
一
色
由
美
子

　
短

　
歌	

	
	

藤

田

虎

雄
　

選

ひ
う
ち
野の

に
春
来
た
る
ら
し
加
茂
川
は
霞か

す

み
流
れ
て

海
に
入
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
久
夫

寒
さ
緩ゆ

る

み
空

そ
ら
ま
め
ば
た
け

豆
畑
に
草
取
れ
ば
如き

さ
ら
ぎ月

の
そ
ら
雲ひ

ば

り雀
高

く
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
敬
子

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
と
り
ど
り
数あ

ま

た多
賜
り
て
心
う
き
う
き

花
器
選
び
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤

　
操

お
早
う
と
言
わ
ぬ
ば
か
り
の
顔
を
し
て
啓け

い
ち
つ蟄

の
朝
虫

の
這は

い
出
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
千
恵
子

虫む
し
と
り獲

の
菰こ

も

を
は
ず
し
て
春
を
待
つ
啓
蟄
の
日
の
雪ゆ

き

つ吊

り
の
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
山
荘
一
郎

雨あ
め
ご
と毎

に
物
の
芽
動
く
狭さ

に

わ庭
に
も
今
年
一
番
の
黄
砂
飛

び
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
ウ
メ
ノ

継つ

ぐ
者
も
無
く
て
朽く

ち
た
る
紙か

み
す
き
ば

漉
場
リ
フ
ォ
ー
ム
せ

よ
と
業
者
の
来
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
薫

神
し
ん
り
ゅ
う
ぶ
ち

竜
淵
の
水み

な

も面
に
浮
か
ぶ
石
鎚
に
巌

い
わ
お

の
ご
と
き
亡な

き

父
想お

も

ほ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
島
忠
臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語を学ぼうとする日本人がぶつかる大きな障害は何だと思
                       　　　　　　　　　   いますか？
                                  　　　　　　  その答えは、英語国の人間が普通子ども時代にするような経
　　　　　　　　　　　　　　　　　験をしていないことだと思います。例えばゲーム遊びに使う詩
　　　　　　　　　　　　　　　　　や歌、なぞなぞなどに慣れていないのです。そうやって私たち
は言葉のリズムを覚えたり、語の強弱に慣れていくのですが、日本人はそういう機会がありません。
そういう意味から、歌とかマザーグースのようなリズムやライム（韻文詩）とかを用いて、練習する
ことが非常に役立ちます。
　例えば、「This is the house that Jack built.（これはジャックが建てた家だ）」という有名な
ライムを取り上げてみましょう。この場合、一般的なリズムは、「ダ　ダ　ダ　ダア　ダ　ダアダ」
となりますが、強く言う単語を変えると意味も変わってきます。例えば、THIS  is the house that
Jack built. とすると「これが、ジャックの建てた家だ」となるし、This IS the house that Jack 
built. とすると「ジャックの建てた家はこれだ。」となります。これは７語からなる文章ですので、
強調する語を1語ずつ変えると単純に７通りもの意味が表現できることになります。
　私の教えている西条小学校の英語教育では、１年間で20以上の、歌やマザーグースのようなライム
や、詩を練習しています。それは受験英語中心の授業を始める前に、英語の本当の美しさや表現の豊
かさを感じ取ってもらいたいと切に願っているからです。　　　　　　
　参考文献：The Bilingual Family  A Hand book for Parents

小学校の英語教育
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ありがとうございました
　次の方々からご好意、ご寄付等をいただきました。厚く
お礼申し上げます。　　　　　　　　　（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽櫛部正則（新市）▽渡辺千枝美（桑村）▽藤岡　勇（北条）
▽園延　幸（北条）▽吉本睦子（吉田）▽十亀ふき子（小
松町南川）▽西条歌謡同好会▽飯岡小学校ＰＴＡ▽西条
ＬＰガス協会青年部▽ウェストジャパン寺田▽国興産業
㈱▽昭和38年度壬生川中学校卒業生有志▽イトー商事㈱
▽徳田地区婦人会▽中川母子愛育班▽中川地区婦人会▽
ふじ美会▽琴扇ゑ会▽小松小学校児童一同
■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　伊藤泰博
（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐
藤ミヨ・秋月理作子（大町）・長瀬　皋（中野甲）▽大正
琴・歌・踊り・プレゼント　西条市退職女教師の会▽菓
子　大町連合自治会福祉部▽大正琴・菓子　西条公民館
大正琴グループ▽現金　ドレミの会会員一同▽現金　神
拝校区婦人会
■老人ホーム石燧園へ
▽パンジープランター　石根小学校児童会▽縫物奉仕　
周桑天理教婦人部　
■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉グループ▽
パンジープランター　石根小学校児童会▽歌・踊り　楠
河藤の会▽除草・窓拭き　小松ともしび会▽歌・指遊び
　石根保育所▽琴演奏　小松高等学校日本音楽部

　
「
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運

動
」
は
、
差
別
を
な
く
す
る
住
民

運
動
と
し
て
、
長
年
取
り
組
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
、
新
し
い

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、
改
め
て

全
市
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

選
定
さ
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
は
、
東
予
高
等
学
校
２
年

生
の
渡
部
嵩
洋
さ
ん
の
作
品
で
、

渡
部
さ
ん
（
現
３
年
生
）
は
「
両

手
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
、
身
元
調
査
を
お
こ

と
わ
り
す
る
意
志
を
表
現
し
ま
し

た
。
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
で
、
西
条

市
の
人
権
・
同
和
教
育
の
活
動
に

少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
家
庭
や
学
校
、
地

域
社
会
の
な
か
で
、
人
と
人
と
の

豊
か
な
交
わ
り
を
通
し
て
、
明
る

く
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の

人
間
が
尊
厳
を
持
ち
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
大
切

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
他
者
の
存
在
を
認
め
、
相

手
の
人
権
を
守
る
社
会
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
た

ち
が
働
く
企
業
や
職
場
の
み
な
ら

ず
、
一
般
社
会
で
も
、
性
、
年
齢
、

出
生
、
障
害
、
外
国
人
等
の
こ
と

が
ら
で
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。

　

人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
結

婚
や
就
職
の
際
、
出
身
地
や
親
の

職
業
、
本
来
自
由
で
あ
る
は
ず
の

思
想
・
信
条
な
ど
を
調
査
す
る
こ

と
は
、
偏
見
や
差
別
を
助
長
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

身
元
調
査
を
す
る
側
は
、「
何

か
問
題
は
な
い
か
」
と
い
う
見
方

で
調
査
を
行
い
ま
す
。
た
と
え
よ

か
れ
と
思
っ
て
伝
え
た
こ
と
も
、

人
権
侵
害
に
協
力
す
る
結
果
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

差
別
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
は

頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
世
間

が
そ
う
だ
か
ら
、
み
ん
な
が
そ
う

し
て
い
る
か
ら
、
自
分
だ
け
が
反

対
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
考

え
を
持
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
身
元
調
査
は
断
固
お
こ
と

わ
り
す
る
」
と
い
う
強
い
意
志
を

も
っ
て
、
差
別
を
許
さ
な
い
自
分

自
身
の
し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持

ち
た
い
も
の
で
す
。

十河信二氏直筆の掛け軸等
が寄贈されました
　４月３日(木)に、加藤桂子氏（元東予育英会
専務理事、故加藤紘章氏夫人）から十河信二
氏の掛け軸等が十河信二記念館に寄贈されま
した。この掛け軸等は、十河氏とともに東予
学舎の再建に努力した紘章氏が、十河氏から
受けたもので、紘章氏の友人である明比肇氏
と三浦晃氏（西条市観光アドバイザー）の仲
介によって寄贈の運びとなりました。

タンパベイ・レイズの岩村明憲選手
からＡＥＤが寄贈されました

　米国大リーグ、タンパベイ・レイズ所属
の岩村明憲選手（愛媛県出身）から愛媛県
へＡＥＤが寄贈され、そのうちの１台が３
月19日(水)にひうち球場に設置されました。

▲
加
藤
桂
子
氏
へ
の
感
謝
状
を
、
代
理
の

　

明
比
氏
を
通
じ
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

▲
十
河
氏
直
筆
の
掛
け
軸
等

▲東予高等学校の渡部嵩洋
　さん（３年生）デザイン
　による「身元調査おこと
　わり運動」のステッカー

「身元調査おことわり運動」について
西条市教育委員会　人権教育課№42
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○５月15日(木)　13時～17時　飯岡公民館
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○５月20日(火)・６月３日(火)　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○５月27日(火)　９時～12時　田野公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○５月12日(月)　13時～15時　市庁舎本館市民相談課
○５月20日(火)　13時～15時　加茂公民館
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○５月16日(金)　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は５月１日～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○５月14日(水)・28日(水)　13時～17時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○５月21日(水)　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
　℡0897－56－4976（西条警察署）
　℡0898－65－4976（西条西警察署）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1463
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■社会保険出張相談
　５月14日(水)　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－0ー58555へ

■無料不動産相談
　５月12日(月)　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日、祝日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※５月17日(土)（10時～12時）には「らっこ・はうす」（東予南
　保育所内）でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■専門相談員によるＤＶ相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日　８時30分～17時15分　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　５月20日(火)　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険等相談
　５月８日(木)　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482

■土地建物取引相談
　５月８日(木)　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■お酒の悩み相談
　５月28日(水)　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　５月21日(水)　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　５月15日(木)　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

　社会保険事務所では、５月・６月は平日19時まで時間を延長
して年金相談を受け付けます。（ねんきん特別便の相談含む）
また、休日の年金相談も実施していますので、平日にご相談で
きない方はご利用ください。
◆５月・６月の休日相談日
　５月３日(土)、10日(土)、11日(日)　９時30分～16時
　６月14日(土)、21日(土)、22日(日)　９時30分～16時
◆問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　　　　　今治社会保険事務所  　℡0898－32－3519

年金相談時間を拡大しています。

◆日時　６月１日(日)　９時～21時
◆電話番号　0120－025－550（フリーダイヤル）
◆相談内容　
　差別待遇、いじめ、プライバシーの侵害など、家庭や近隣
関係等人権問題全般（予約不要・無料・秘密厳守）
◆相談担当者　
　人権擁護委員（弁護士資格を有する者含む）、法務局職員
◆主催　松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会

人権問題に関する総合12時間電話相談
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５月の乳幼児相談

28日㈬　10：30～11：30　大町公民館

16日㈮　10：30～11：30　神拝公民館

13日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

12日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

９日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

８日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

７日㈬　 9：30～11：00　東予北地域交流センター

１日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（要予約）
５/２㈮　中央保健センター　9:00～11:00
５/９㈮　丹原保健センター　9:00～11:00
５/16㈮　小松保健センター　9:00～11:00
５/23㈮　東予保健センター　9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　５月22日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　５/19㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　５/７㈬　13:30～15:30
◆思春期保健相談・女性の健康相談（要予約）
　５/13㈫　13:00～15:00
◆歯の健康相談（要予約）
　５/21㈬　13:00～14:30
◆難病医療相談（要予約）
　５/27㈫　13:30～15:30
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■５月の献血日程
５/18㈰　立正佼成会西条教会
　 　　　10:00～12:00、13:00～15:00
５/21㈬　パルティフジ東予
　 　　　10:00～11:30、12:30～16:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

５月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

20日㈫
22日㈭

27日㈫

14日㈬
15日㈭
８日㈭
13日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成20年１月１日～
１月31日の出生児

平成20年１月１日～
２月29日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

西条

平成18年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～14：00 中央 平成17年４月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

　食生活プランニング講座では食事バランスガイドで自分に見合った食事の
量を知っていただき、あなた自身の食生活をプランニング（計画）します。
　講座には、基礎編と応用編があり、来年３月まで隔月で実施します。

　妊娠中の定期健康診査（妊婦健診）は、お母さんと赤ちゃんの健康を守り、
妊娠が順調かどうかをチェックするための健診です。妊娠中は身体にいろい
ろな変化が起こりますし、自覚症状がなくてもトラブルが隠れていることも
あります。
　市では、２回実施していた妊婦健診の公費負担回数を、昨年12月から５回
にしています。無事に出産の日を迎えるため、定期的に受診しましょう。
問合せ　中央保健センター
※転入された妊婦の方は、妊婦健診の受診票をお渡ししますので、母子手帳
　を持って各保健センターへお申し出ください。

　愛媛県では運動月間中に、大麻とけしの正しい知識の普及啓発や、不正栽
培の発見・除去などの活動をしています。
　けしには植えて良いけし（ひなげし、おにげし等）と悪いけしがあり、植
えて悪いけしは、アヘンやモルヒネの原料となるため、法律で栽培が厳しく
規制されています。
植えて悪いけしの見分け方
○草丈は成長すると１ｍ以上になり、茎は太く、がっちりしている。
○茎や葉の表面には、ほとんど毛がない。
○茎や葉は「ろう」がかった白っぽい緑色。
○葉の付け根が太い茎を半分抱くような形で付いている。
　不正栽培や自生している大麻・けしを見つけたり、疑わしいと思ったりし
たときは、西条保健所（℡0897－56－1300）にご連絡ください。

中央保健センター

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しいウォーキングのポイントを習得後、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。ウォーキングの前後にはストレッチ運動を行います。定期
　的に体重・体脂肪などの測定を行い、身体状況の評価も行います。
申込方法　申し込みは５月12日(月)から受け付けます。教室への参加は、毎月
　実施する「初回指導」を受講してからとなります。教室の開催期間中であ
　れば、都合のよい月から参加でき、参加回数も自由です。
申込先　中央保健センター

対象者　「食生活改善」に興味・関心のある方で、初めて受講する方
定員　各30人
受講日時等　下記をご覧ください。
内容　食事バランスや栄養素の働きなど、食生活についての講義や調理実
　習を通して、健康的な食生活を送るための基本的な知識を身に付けます。
　① … 開講式、「生活習慣病予防・メタボとは？」などの講義
　② … 「食品衛生と食環境保全」の講義、調理実習
　③ … 「食育・食事バランスガイド」の講義、調理実習
　④ … 「食育・献立の立て方」の講義、調理実習
　⑤ … 「食育・野菜のちから」の講義、調理実習
　⑥ … 「身体活動・運動習慣のある生活」の講義、運動実技
　⑦ … 記念講演、調理実習、閉講式（修了証書授与）

場所・申込先　中央保健センター
申込期限　５月28日(水)
受講日時
　①６月４日(水)　９時30分～12時
　②７月２日(水)　９時30分～13時
　③８月６日(水)　９時30分～13時
　④９月３日(水)　９時30分～13時
　⑤10月１日(水)　９時30分～13時
　⑥11月13日(木)　９時30分～13時
　⑦12月３日(水)　９時30分～15時

場所・申込先　東予保健センター
申込期限　６月４日(水)
受講日時
　①６月11日(水)　９時30分～12時
　②７月９日(水)　９時30分～13時
　③８月20日(水)　９時30分～13時
　④９月10日(水)　９時30分～13時
　⑤10月８日(水)　９時30分～13時
　⑥11月20日(木)　９時30分～13時
　⑦12月10日(水)　９時30分～15時

愛媛県歯科医師会 市内各支部主催

日時　６月８日(日)　９時～11時30分
場所　総合福祉センター
　　　（もてこい元気館）
内容　フッ素塗布、ブラッシング指導、
　　歯周病健診、咬合力（かむ力）の測
　　定、口臭測定、顕微鏡で見る口の細
　　菌、よい歯を作るパネル展
問合せ　さかもと歯科医院
　　　　℡0897－52－1182

日時　６月７日(土)　14時30分～16時30分
場所　東予総合福祉センター
　　　（ほほえみプラザ）
内容　小学生未満を対象に、歯みがき教
　　室、歯の健康相談、フッ素塗布、記
　　念品（歯ブラシ）のプレゼント
問合せ　いわね歯科医院
　　　　℡0898－72－6001

教室開催期間中の第２水曜日　９時～

教室開催期間中の第２木曜日　13時～

教室開催期間中の第３木曜日　13時～

教室開催期間中の第２水曜日　13時～

ウォーキングを始めようとしている方、正しい
歩き方を確認したい方、ぜひご参加ください。

▼ウォーキング教室・初回指導の場所・日時　※教室・初回指導ともに、祝日・年末年始は休講します。

▼食生活プランニング講座　６月・７月の日程等

場　　　所 教　　　　　　室

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

５月21日～３月25日の毎週水曜日　９時30分～11時

５月22日～３月26日の毎週木曜日　13時30分～15時

５月28日～３月25日の第２・４水曜日　13時30分～15時

５月22日～３月19日の第１・３木曜日　13時30分～15時

初回指導（５月は教室初日に実施）

６月20日(金) ７月18日(金)

東予保健センター ６月13日(金) ７月11日(金)

丹原保健センター ６月27日(金) ７月25日(金)

小松保健センター ６月６日(金) ７月４日(金)

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編 応　用　編 受講時間
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５月の乳幼児相談

28日㈬　10：30～11：30　大町公民館

16日㈮　10：30～11：30　神拝公民館

13日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

12日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

９日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

８日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

７日㈬　 9：30～11：00　東予北地域交流センター

１日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（要予約）
５/２㈮　中央保健センター　9:00～11:00
５/９㈮　丹原保健センター　9:00～11:00
５/16㈮　小松保健センター　9:00～11:00
５/23㈮　東予保健センター　9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　５月22日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　５/19㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　５/７㈬　13:30～15:30
◆思春期保健相談・女性の健康相談（要予約）
　５/13㈫　13:00～15:00
◆歯の健康相談（要予約）
　５/21㈬　13:00～14:30
◆難病医療相談（要予約）
　５/27㈫　13:30～15:30
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■５月の献血日程
５/18㈰　立正佼成会西条教会
　 　　　10:00～12:00、13:00～15:00
５/21㈬　パルティフジ東予
　 　　　10:00～11:30、12:30～16:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

５月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

20日㈫
22日㈭

27日㈫

14日㈬
15日㈭
８日㈭
13日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成20年１月１日～
１月31日の出生児

平成20年１月１日～
２月29日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

西条

平成18年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～14：00 中央 平成17年４月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

　食生活プランニング講座では食事バランスガイドで自分に見合った食事の
量を知っていただき、あなた自身の食生活をプランニング（計画）します。
　講座には、基礎編と応用編があり、来年３月まで隔月で実施します。

　妊娠中の定期健康診査（妊婦健診）は、お母さんと赤ちゃんの健康を守り、
妊娠が順調かどうかをチェックするための健診です。妊娠中は身体にいろい
ろな変化が起こりますし、自覚症状がなくてもトラブルが隠れていることも
あります。
　市では、２回実施していた妊婦健診の公費負担回数を、昨年12月から５回
にしています。無事に出産の日を迎えるため、定期的に受診しましょう。
問合せ　中央保健センター
※転入された妊婦の方は、妊婦健診の受診票をお渡ししますので、母子手帳
　を持って各保健センターへお申し出ください。

　愛媛県では運動月間中に、大麻とけしの正しい知識の普及啓発や、不正栽
培の発見・除去などの活動をしています。
　けしには植えて良いけし（ひなげし、おにげし等）と悪いけしがあり、植
えて悪いけしは、アヘンやモルヒネの原料となるため、法律で栽培が厳しく
規制されています。
植えて悪いけしの見分け方
○草丈は成長すると１ｍ以上になり、茎は太く、がっちりしている。
○茎や葉の表面には、ほとんど毛がない。
○茎や葉は「ろう」がかった白っぽい緑色。
○葉の付け根が太い茎を半分抱くような形で付いている。
　不正栽培や自生している大麻・けしを見つけたり、疑わしいと思ったりし
たときは、西条保健所（℡0897－56－1300）にご連絡ください。

中央保健センター

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しいウォーキングのポイントを習得後、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。ウォーキングの前後にはストレッチ運動を行います。定期
　的に体重・体脂肪などの測定を行い、身体状況の評価も行います。
申込方法　申し込みは５月12日(月)から受け付けます。教室への参加は、毎月
　実施する「初回指導」を受講してからとなります。教室の開催期間中であ
　れば、都合のよい月から参加でき、参加回数も自由です。
申込先　中央保健センター

対象者　「食生活改善」に興味・関心のある方で、初めて受講する方
定員　各30人
受講日時等　下記をご覧ください。
内容　食事バランスや栄養素の働きなど、食生活についての講義や調理実
　習を通して、健康的な食生活を送るための基本的な知識を身に付けます。
　① … 開講式、「生活習慣病予防・メタボとは？」などの講義
　② … 「食品衛生と食環境保全」の講義、調理実習
　③ … 「食育・食事バランスガイド」の講義、調理実習
　④ … 「食育・献立の立て方」の講義、調理実習
　⑤ … 「食育・野菜のちから」の講義、調理実習
　⑥ … 「身体活動・運動習慣のある生活」の講義、運動実技
　⑦ … 記念講演、調理実習、閉講式（修了証書授与）

場所・申込先　中央保健センター
申込期限　５月28日(水)
受講日時
　①６月４日(水)　９時30分～12時
　②７月２日(水)　９時30分～13時
　③８月６日(水)　９時30分～13時
　④９月３日(水)　９時30分～13時
　⑤10月１日(水)　９時30分～13時
　⑥11月13日(木)　９時30分～13時
　⑦12月３日(水)　９時30分～15時

場所・申込先　東予保健センター
申込期限　６月４日(水)
受講日時
　①６月11日(水)　９時30分～12時
　②７月９日(水)　９時30分～13時
　③８月20日(水)　９時30分～13時
　④９月10日(水)　９時30分～13時
　⑤10月８日(水)　９時30分～13時
　⑥11月20日(木)　９時30分～13時
　⑦12月10日(水)　９時30分～15時

愛媛県歯科医師会 市内各支部主催

日時　６月８日(日)　９時～11時30分
場所　総合福祉センター
　　　（もてこい元気館）
内容　フッ素塗布、ブラッシング指導、
　　歯周病健診、咬合力（かむ力）の測
　　定、口臭測定、顕微鏡で見る口の細
　　菌、よい歯を作るパネル展
問合せ　さかもと歯科医院
　　　　℡0897－52－1182

日時　６月７日(土)　14時30分～16時30分
場所　東予総合福祉センター
　　　（ほほえみプラザ）
内容　小学生未満を対象に、歯みがき教
　　室、歯の健康相談、フッ素塗布、記
　　念品（歯ブラシ）のプレゼント
問合せ　いわね歯科医院
　　　　℡0898－72－6001

教室開催期間中の第２水曜日　９時～

教室開催期間中の第２木曜日　13時～

教室開催期間中の第３木曜日　13時～

教室開催期間中の第２水曜日　13時～

ウォーキングを始めようとしている方、正しい
歩き方を確認したい方、ぜひご参加ください。

▼ウォーキング教室・初回指導の場所・日時　※教室・初回指導ともに、祝日・年末年始は休講します。

▼食生活プランニング講座　６月・７月の日程等

場　　　所 教　　　　　　室

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

５月21日～３月25日の毎週水曜日　９時30分～11時

５月22日～３月26日の毎週木曜日　13時30分～15時

５月28日～３月25日の第２・４水曜日　13時30分～15時

５月22日～３月19日の第１・３木曜日　13時30分～15時

初回指導（５月は教室初日に実施）

６月20日(金) ７月18日(金)

東予保健センター ６月13日(金) ７月11日(金)

丹原保健センター ６月27日(金) ７月25日(金)

小松保健センター ６月６日(金) ７月４日(金)

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編 応　用　編 受講時間
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平成 20 年 6 月からは一次救急は原則として医院、診療所と一次救急担当の病院で受け持ちます
　西条市の平日夜間と休日・祝日における救急医療の最近の傾向として、一次救急の時間帯（平日18時～22時、休日・祝日
９時～18時）に一次救急を担当していない日の二次救急病院（中央、済生会、村上記念、周桑、横山病院）に患者さんが多
数来院されるようになっています。その上昨今、病院の医師不足が当市でも深刻になり、このままでは救急医療体制が立ち
行かなくなる状況です。市民の皆さんが今後も安心して救急医療の受診ができるよう、平成20年６月からは一次救急は原則
として医院、診療所と一次救急担当の病院で受け持つことにし、二次救急病院は二次救急と一次救急時間帯の後の救急医療
を受けもつことになりました。救急医療体制は単なる夜間診療や休日診療ではありません。市民の皆様におかれましては趣
旨をご理解のうえ、できる限り通常の診療時間帯に来院されるようお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市医師会・西条市救急医療対策協議会

５月の当番病医院 ※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は
　各病医院もしくはテレホンサービス　℡0897－58－2200
　でご確認ください。

※　当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。　　
※　急病以外は診療時間内に受診しましょう。　　

区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

休日の当番病医院

内科
外科

市立周桑病院 （64－2630）

内科
外科

市立周桑病院 （64－2630）内科
外科
内科
外科

ながい小児科 （53－7707）

市立周桑病院 （64－2630）

内科
外科
内科
外科 市立周桑病院 （64－2630）

奥田外科 （64－3331）
こまつ医院 （72－5862）

あおの循環器科（68－3300）
河野内科医院 （73－2950）

井上医院 （64－2433）

黒田医院 （64－3780）
玉置内科小児科（66－3735）

伊藤医院 （64－2384）
田渕外科 （65－5651）
村上内科皮膚科（72－2436）
行本医院 （66－0609）

日

３
(土)
４
(日)
５
(月)
６
(火)
11
(日)
18
(日)

（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院（55－5100）
西条中央病院 （56－0300）

西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

横山病院 （72－2121）

25
(日)

坂根医院 （55－4021）

西条中央病院 （56－0300）

まなべ病院 （57－7011）

日 区分

平日夜間の当番病医院

区分日

渡部内科病院 （64－1200）

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

14
(水)
15
(木)

13
(火)

16
(金)
17
(土)

１
(木)

７
(水)
８
(木)

２
(金)

９
(金)
10
(土)
12
(月)

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

19
(月)

土岐医院 （56－2090）

矢野医院 （55－1777）

としもり内科 （53－6300）

村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院 （55－5100）

伊賀整形外科 （52－0800）

秋山医院 （56－0885）

佐藤クリニック （57－8200）

まなべ病院 （57－7011）

星加小児科内科F.C （55－3105）

西条中央病院 （56－0300）

米田脳神経外科 （56－9165）

かりやま整形外科 （47－1717）

和田内科皮膚科 （55－0515）

石川内科 （56－2008）
佐藤クリニック （57－8200）

村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院 （55－5100）
宮島小児科医院 （55－2615）

あおのクリニック （52－1155）

佐藤クリニック （57－8200）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

松本整形外科 （52－1011）

西条中央病院 （56－0300）

茎田医院 （66－0555）

横山病院 （72－2121）

中村内科胃腸科 （68－4976）

角産婦人科 （64－3168）

平田クリニック （76－2256）

森内科 （64－5858）

市立周桑病院 （64－2630）

福田医院 （68－7243）

横山病院 （72－2121）

行本医院 （66－0609）

市立周桑病院 （64－2630）

くしべ整形外科 （76－7555）

今井クリニック整形外科（68－8118）

浦部医院 （72－3266）

まなべ病院 （57－7011）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

28
(水)
29
(木)

27
(火)

30
(金)

21
(水)
22
(木)

20
(火)

23
(金)
24
(土)
26
(月)

31
(土)

済生会西条病院 （55－5100）

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院 （55－5100）
済生会西条病院 （55－5100）

西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）
村上記念病院 （56－2300）

（55－2002）星加医院

西条中央病院 （56－0300）

回生堂医院 （55－3101）

共立病院 （64－2662）

中村医院 （66－0606）

安永クリニック （64－5760）

内科
外科 村上記念病院 （56－2300）

回生堂医院 （55－3101）

まつうら小児科（64－0460）
角産婦人科 （64－3168）

西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

市立周桑病院 （64－2630）

市立周桑病院 （64－2630）

西条中央病院 （56－0300）
村上記念病院 （56－2300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

矢野医院 （55－1777）

まなべ病院 （57－7011）

内科
外科

松本整形外科 （52－1011）

あぜち内科 （52－1630）
西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院 （55－5100）

横山病院 （72－2121）

いしづちやまクリニック （68－8885）

田中内科 （66－1700）

横山病院 （72－2121）

横山病院 （72－2121）

済生会西条病院（55－5100）
村上記念病院 （56－2300）
西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

西条中央病院 （56－0300）
村上記念病院 （56－2300）

西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

済生会西条病院（55－5100）
村上記念病院 （56－2300）

西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）
市立周桑病院 （0898-64-2630）

市立周桑病院 （64－2630）

市立周桑病院 （64－2630）

伊賀整形外科 （52－0800）

佐藤クリニック （57－8200）

西条中央病院 （56－0300）

広報さいじょう　2008　5月号 34



平成20年3月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　115,047 人 （－411人）

　男　　 55,082 人 （－221人）

　女　　 59,965 人 （－190人）

世　帯　 46,964世帯（-27世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　桜も散り、にぎやかなお花見シ
ーズンも終わりかと思いきや、市
内ではまだまだこれからもシャク
ナゲやフジなど色とりどりの花が
楽しめることをご存知ですか？
　花の見頃を見極めることは難し
いものですが、西条市のホームペ
ージでは開花状況を随時掲載して
います。私も頑張って撮影に行き
ますので、お出かけの際にはぜひ
ご覧くださいね。（か）

　

小
松
中
央
公
園
は
、
旧
小
松
町

が
昭
和
52
年
に
基
本
計
画
を
立
て

て
か
ら
29
年
の
歳
月
を
経
て
、
平

成
18
年
４
月
に
総
合
公
園
と
し
て

完
成
し
ま
し
た
。
多
目
的
広
場
・

憩
い
の
広
場
・
ト
リ
ム
コ
ー
ス
・

老
人
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
市

民
の
森
・
野
鳥
の
森
・
椿
の
園
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
は

平
成
14
年
４

月
か
ら
オ
ー

ト
サ
イ
ト
の

供
用
が
開
始

さ
れ
、
オ
ー

ト
サ
イ
ト
は

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

設
備
の
整
っ
た
全
10
区
画
の
本
格

的
レ
ジ
ャ
ー
サ
イ
ト
で
す
。
水

道
・
AC
電
源
を
完
備
し
各
サ
イ
ト

に
車
１
台
乗
り
入
れ
で
き
ま
す
。

　

平
成
15
年
４
月
に
は
、
フ
リ
ー

サ
イ
ト
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
、
小
高
い

場
所
に
あ
り
眺
望
が
よ
く
、
料
金

も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。
キ
ャ
ン

プ
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

近
く
に
は
、
天
然
温
泉
の
椿
温

泉
こ
ま
つ
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
芝
生
が
敷
き
つ
め

ら
れ
た
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
日
常

生
活
を
離
れ
、
大
自
然
の
息
吹
を

感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
合
せ　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
６

－

３
１
１
１

■
受
付
時
間　

９
時
～
17
時

■
利
用
期
間　

通
年

■
利
用
料
金　
左
表
の
と
お
り

石鎚山ハイウェイオアシス
道の駅小松オアシス

椿交流館
椿温泉こまつ

オアシス
キャンプサイト

小松中央公園

石鎚山
S A 下り 石鎚山

S A 上り

松山自動車道

国道 11号線

N

三島神社
利
用
場
所

利
用
時
間

オ
ー
ト

サ
イ
ト

フ
リ
ー

サ
イ
ト

１
区
画

９
〜
16
時

１
区
画

16
〜
９
時

１
０
０
０
円

５
０
０
円

２
０
０
０
円

１
０
０
０
円

第
36
回　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館
キ
ャ
ン
プ
場

No.33　メダイチドリ（旅鳥）
　旅鳥として春、秋の渡りの季節に河口干潟や海岸の砂浜
で見られます。夏羽では後頭部から胸にかけて鮮やかなオ
レンジ色をしていますが、冬羽や若鳥では淡い茶色でシロ
チドリなどと見分けることが難しくなります。西条では加
茂川河口や大明神川河口、高須海岸で見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

神拝甲79－4　℡0897－53－5500

【５月の休館日】 毎週月曜日（５日開館）

【５月の休館日】 毎週月曜日（５日開館）・７日㈬・８日㈭・13日㈫・14日㈬

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

丹原文化会館　℡0898－68－3555吹奏楽クリニック 500円
無　料

9：00 9：20 全　館
ドレミミュージックグループ　℡089－951－722813：00 13：30 大ホール日25 ピアノ発表会

一部参加費必要 丹原文化会館　℡0898－68－355510：00 駐車場日18 2008アートフェスティバルin丹原　※16時まで実施
無　料 東予ウインドハーモニー　℡0898－64－294813：30 14：00 大ホール日11 東予ウインドハーモニー　第12回定期演奏会

土31

５

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

9：00 無　料 書神会西条支部（篠原）　℡0897－53－2683展 示 室

５

書神会 西条支部展 ※６月１日まで。展示は17時（最終日16時）まで。
18：00 申込必要 アサヒビール㈱社会環境推進部 ℡03－5608－519518：30 大ホール金30 アサヒビール環境文化講座「人と未来と環境をつなぐ」
9：30 無　料 カラオケ喫茶チャオ友の会（高橋）℡0897－55－364710：00 大ホール日25 チャオ友の会　カラオケ発表会
9：45 無　料 望月楽器内　上里　℡0898－23－078710：00 小ホール土24 ピティナ・ピアノステップ
12：00 無　料 西条市企画課　℡0897－52－146613：00 小ホール金23 システム農学会　2008年度春季大会
9：30 無　料 稲掛歌謡教室　℡0897－56－632110：00

12：50
12：30

大ホール日18 稲掛歌謡教室　歌謡祭

14：00 愛媛県吹奏楽連盟（大力）　℡089－922－365514：30 大ホール月５ 第12回愛媛ディレクターズバンド演奏会
11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－634812：00 小ホール日４ 社交ダンスパーティー

無　料 市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1628大ホール

30
〜
金
〜

10
11
土
日 第37回西条地域春季市民芸術文化祭　芸能祭 12：30

12：00

無　料

1000円

市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1628小ホール
展 示 室

10
11
土
日
第37回西条地域春季市民芸術文化祭　美術展
※17時（11日は16時）まで展示 10：00

一般1000円
高校以下 500円

５/18 日 10時～16時　丹原文化会館駐車場
◆参加するアート　親子石彫教室、写
生大会、野染めアート、ハガキ手すき
体験、竹細工、陶芸、書道など
◆鑑賞するアート　和太鼓演奏、石水信至氏公開彫刻、一色正寿氏
公開刺繍、越智哲夫氏ミニチュアだんじり制作・展示など
◆食のアート　食の創造館一周年記念イベント、地元産品販売など
※入場は無料ですが、参加費が必要なコーナーもあります。

５月１日(木)～25日(日)公開

６/16 月 18時30分開演
総合文化会館大ホール

総合司会：高見知佳さん（タレント・新居浜市出身）

創作舞踊劇「月姫の想い」
琉球古典・民族舞踊

沖縄の歴史と文化と観光 写真展
沖縄物産フェア

入場料　１階指定席　一般：2,500円　小・中学生：1,500円
　　　　２階自由席　一般：2,000円　小・中学生：1,000円
プレイガイド：総合文化会館・丹原文化会館ほか

主催：総合文化会館、あいテレビよいお席はお早めに！

西条市洲之内甲６４４

筋
肉
の
麻
痺
、関
節
の
拘
縮
に
よ
る

歩
行
困
難
で
お
困
り
の
方
を
在
宅

療
養
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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